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29
年
度
決
算
認
定

決
算
に
対
す
る
総
括
質
疑

認
定

決
算

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

　一般会計65億9114万円で総額113億7901万円の決算を認定。不
用額は一般会計では28年度の２億円減となっており当初予算と
決算の差額は少なくなってはいるが7回の補正が行われている。
当初予算を使って充分な住民サービス事業が行なわれたのか。

監査の視点
　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、一
般
会
計
の
実
質

収
支
は
２
億
７
６
０
２
万
円
の
黒
字
で
、前
年

度
に
比
べ
１
億
６
５
７
５
万
円
の
減
少
と
な
っ

た
。実
質
収
支
比
率
は
６
・
７
％
と
県
下
市
町
村

の
平
均
８
・
２
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
標
準

財
政
規
模
か
ら
み
る
と
ほ
ぼ
適
正
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
の
町
債
残
高
は
一
般
会
計
お
よ

２９

び
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
総
額　

億
９
２
１
４

９５

万
７
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
５
億
１
８
７
９
万

３
千
円
減
少
し
、実
質
公
債
費
率
も
７
・
４
％
と

総
じ
て
健
全
な
財
政
状
況
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

実
質
公
債
費
率
が
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、町
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺

わ
れ
る
。今
後
も
財
政
状
況
や
事
業
の
優
先
度

を
十
分
に
勘
案
し
な
が
ら
財
源
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

経
常
収
支
比
率
は　

・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、

８３

財
政
構
造
の
弾
力
性
に
乏
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。事
務
事
業
の
見
直
し

等
に
よ
る
経
常
的
経
費
の
削
減
等
、財
政
構
造

の
硬
直
化
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、ま
た
、

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
推
進
す
る
た
め
に
も
、

引
き
続
き
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

質
問　

総
務
費
の
共
済
費

１
３
０
万
の
不
用
額
の
理

由
は
。

答
弁　

臨
時
を
含
め
た
職

員
の
共
済
費
が
入
っ
て
い

る
。
当
初
予
算
で
６
５
７

７
万
円
に
対
し
て
の
決
算

結
果
で
あ
る
。

質
問　

農
林
水
産
費
の
農

業
費
１
２
７
１
万
円
余
り

の
不
用
額
の
理
由
は
。

答
弁　

農
村
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
の
工
事
費
で
、　

２８

年
度
の
繰
越
明
許
費
が

あ
っ
た
た
め
こ
の
よ
う
な

表
示
に
な
っ
た
。

質
問　

保
養
宿
泊
施
設
の

使
用
料
等
歳
入
が
減
っ
て

い
る
。
増
収
へ
の
対
策
は
。

答
弁　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
へ
の
登
録
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
も

連
携
し
て
い
く
。

質
問　

予
防
費
の
委
託
料

の
不
用
額
の
説
明
を
。

答
弁　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
た
こ

と
に
よ
り
、
幼
児
と
高
齢

者
が
そ
れ
ぞ
れ　

人
ほ
ど

１００

接
種
で
き
な
か
っ
た
た
め
。

質
問　

一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
委
託
料
が
平
成　
２８

年
度
の
５
億
７
４
４
０
万

円
が
平
成　

年
度
は
７
億

２９

１
７
６
１
万
円
に
上
が
っ

て
い
る
理
由
は
。

答
弁　

主
な
理
由
は
、
特

別
会
計
の
公
共
下
水
道
と

農
業
集
落
排
水
の
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事

と
長
寿
命
化
工
事
の
委
託

料
で
あ
る
。

質
問　

経
常
収
支
比
率
の

上
が
っ
た
理
由
と
分
析
は
。

答
弁　

物
件
費
の
中
の
賃

金
の
増
、
委
託
料
の
増
、

賃
貸
料
の
増
と
、
扶
助
費

の
増
が
要
因
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

質
問　
　

年
度
の
決
算
に

２８

お
い
て
町
長
は
、
経
常
収

支
比
率
を　

％
以
下
が
目

８０

標
と
し
て
い
た
。　

年
度

２９

決
算
で
は　

・
５
％
で
、

８３

前
年
比
０
・
４
％
増
で
あ

る
、
こ
の
一
年
ど
の
よ
う

な
思
い
で
財
政
運
営
を

行
っ
て
き
た
か
。

答
弁　

三
位
一
体
の
改
革

で
人
件
費
を
削
り
、
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
進
め
る
中

で
、
委
託
費
は
増
大
し
て

き
た
。
経
常
収
支
比
率
は

非
常
に
大
切
な
数
字
だ
。

決
算
が
で
き
た
時
点
で
財

政
担
当
と
協
議
を
し
た
。

物
件
費
が　

％
、
繰
出
し

２１

金
が　

・
４
％
で
、
人
件

１７

費
の　

・
７
％
と
な
っ
て

１５

い
る
。
そ
の
分
析
を
行
っ

て
、
働
き
方
改
革
の
中
で

何
人
を
削
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
は
な
か
な
か

難
し
い
。
住
民
ニ
ー
ズ
に

年
度
決
算
総
括

29
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不用額翌年度繰越額支出済額予算現額項　目

2億4749万円9614万円65億9114万円69億3477万円一 般 会 計

1億5537万円15億7204万円17億2740万円国民健康保険事業特別会計

75万円1億5463万円1億5539万円後期高齢者医療特別会計

1000万円12億7799万円12億8799万円介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

2348万円2700万円4億2018万円4億7067万円公共下水道事業特別会計

1776万円3億7871万円3億9647万円農業集落排水事業特別会計

4259万円4億9142万円5億3401万円保養宿泊施設事業特別会計

597万円921万円1518万円発 電 事 業 特 別 会 計

538万円4億8368万円4億9403万円水 道 事 業 会 計

5億 878万円1億2314万円113億7901万円120億1589万円合　　　　計

こ
た
え
る
な
か
で
、
し
っ

か
り
と
や
っ
て
い
く
。

質
問　

経
常
収
支
は
各
課

に
ま
た
が
る
た
め
、
ト
ッ

プ
が
方
針
を
示
さ
な
い
と

改
善
し
な
い
。
町
長
の
考
え

方
を
ど
う
伝
え
て
い
る
か
。

答
弁　

私
自
身
は
財
政
担

当
と
要
因
は
ど
こ
に
あ
る

か
数
値
等
を
分
析
し
て
い

る
。
今
、
提
案
も
い
た
だ

い
た
の
で
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
て
い
く
。

質
問　

将
来
負
担
比
率
は

マ
イ
ナ
ス
だ
が
、住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
の
起
債
残

高
と
基
金
残
高
の
考
え
方

は
。

答
弁　

住
民
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
て
い
く
た
め
に
は
、

起
債
事
業
も
起
こ
し
、
そ

の
償
還
と
起
債
残
高
、
基

金
残
高
の
状
況
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、や
っ

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

農
業
委
員
会
費
で

農
地
利
用
状
況
調
査
が
行

わ
れ
た
が
結
果
は
。

答
弁　

耕
作
放
棄
地
、
遊

休
農
地
の
現
状
把
握
を
し
、

農
業
者
が
地
域
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
た
。
課
題
を
見
つ
け

後
継
者
の
育
成
、担
い
手
の

確
保
等
、さ
ま
ざ
ま
な
農
業

政
策
に
生
か
し
て
い
く
。

質
問　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
費
の
運
営
上
の
成
果

は
。

答
弁　

心
理
相
談
員
、
子

ど
も
相
談
室
相
談
員
、
教

育
相
談
員
各
１
名
嘱
託
と

し
て
配
置
し
た
。
子
ど
も

の
発
達
や
就
学
相
談
、
子

ど
も
子
育
て
に
関
す
る
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
相
談
、

不
登
校
の
対
応
な
ど
に
こ

た
え
る
こ
と
で
、
保
護
者

の
安
心
や
子
ど
も
の
成
長

に
役
立
っ
て
い
る
。

質
問　

職
員
の
努
力
に
よ

り
滞
納
額
は
減
っ
て
い
る

が
、町
税
と
国
保
税
の
滞
納

に
つ
い
て
状
況
の
説
明
を
。

答
弁　

個
人
町
民
税
で
２

４
５
件
法
人
町
民
税
で
３

件
、
固
定
資
産
税
で
１
２

１
件
、
軽
自
動
車
税
で　
４９

件
、
国
民
健
康
保
険
税
で

　

件
で
す
。

７１質
問　

結
婚
相
談
事
業
の

成
果
は
。

答
弁　

相
談
員
は　

名
の

１６

方
に
委
嘱
し
て
い
る
。
紹

介
や
訪
問
調
査
等
の
件
数

は
６
７
２
件
で
、
他
の
組

合
は　

件
、
相
談
員
で
の

４６

仲
介
で
結
婚
さ
れ
た
方
が

２
名
、
登
録
者
の
方
が
独

自
で
活
動
さ
れ
て
成
婚
さ

れ
た
方
が
４
名
い
た
。

人件費と物件費人件費と物件費

経常収支比率経常収支比率 実質収支比率実質収支比率

20

15

10

5

0
H25 H26 H27 H28 H29

0

79.0
80.0
81.0
82.0
83.0
84.0

H25 H26 H27 H28 H29

■物件費
■人件費
　　　計

（億円）

（％） （％）

0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0

H25 H26 H27 H28 H29

人件費とは　給与や退職金等に要する経費
物品費とは　委託料、賃金（人件費に計上されない臨時職員給与など）、
　　　　　　出張旅費、報償費、使用料の経費

財政の弾力性の度合いを判断する指標の一つが「経常収支
比率」人件費や扶助費のように経常的に支出する「経常的
経費充当一般財源」の、税収など経常的に収入する「経常
一般財源」に対する割合。

財政規模に対する収支の割合を示す。一般的に３～５％が適
正な範囲、５％を超えるような状況は、剰余金が多額に発生
したことで、収入が当初より相当上回ったか、歳出の不用額
が多額に生じた状況を示している。
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町の貯金と借金町の貯金と借金町の貯金と借金町の貯金と借金
　平成29年度末の町の貯金（基金といいます）は、29億193万円、借金（町債といいます）は、

95億9215万円あります、一世帯あたりに換算すると貯金63万円、借金210万円となります。

平成29年度末の町の貯

知っとる？知っとる？知っとる？

貯金が多い＝税金を有効に活用できていな

い、貯金が少ない＝万が一に備えが不安と

いえます。「財政調整基金比率」などを用い

て時系列で相対的な増減を確かめることが

大切です。財政調整基金残高は、市町村の

場合は標準財政規模の２０％程度を確保して

おくことが目安です。

貯金は多い？少ない？

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

H21 H22 H23

37.9 38.2 39.1 38.7 36.736.7
31.831.8

29.829.8 28.228.2 26.626.6

H24 H25 H26 H27 H28 H29

（％）
財政調整基金比率

0

20

40

60

80

100

120

H26

３２億２,１２０万円

１１０億２,１９０万円

３１億８,８５５万円 ３１億３,５２６万円 ２９億１９３万円

１０５億９,４０５万円
１０１億１,０９４万円

９５億９,２１５万円９５億９,２１５万円

億円

H27 H28 H29

■ ■ 貯 金
■ ■ 借 金

H29H28H27H26項目／年度

29億193万円31億3,526万円31億8,855万円32億2,120万円貯　　金

95億9,215万円101億1,094万円105億9,405万円110億2,190万円借　　金

貯金と借金の残高額

総務省の調査によると全国的には財政調整基金額が増えています。要因としては普

通交付税の合併算定替による特例措置の適用期間終了への備えと将来の歳入減少、歳出増加

へのためです。松川町では平成24年から下降傾向にありますが老朽化した公共施設の建て替

えや、災害、社会保障関係経費の増大に備えることが必要です。下降の背景には「国の財政状況

が悪化しているなかでも、地方では剰余金を積み立てている」という批判が財務省側から、地

方財政を所管する総務省や自治体に投げかけられ、国税などを原資として自治体に配分する

交付税を少しでも減らしたい、という財務省の思惑に配慮しているのでしょうか。

ここがポインここがポイントト
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歳　
　

入

歳　
　

出

一世帯当りの
歳入内訳

H29 年

1,513,267 円

H28 年

1,507,778 円

一世帯当りの
歳出内訳

H29 年

1,443,526 円

H28 年

1,406,716 円

　平成２９年度一般会計の歳入・歳出総額を身近に感じていただくために、１世帯あたりの

金額に換算してみました（平成２９年３月３１日現在４,５６４世帯）。ご家庭の家計になぞらえて、

皆さまの住む町の財政をご覧ください。

世帯当たりで見ると世帯当たりで見ると！！ 一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳出出出出出出出出出出 一般会計歳出 
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入入入入のののののののののの内内内内内内内内内内訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳 歳入の内訳 

議会の視点議会の視点
　
　

年
度
は
経
常
収
支
比
率　

・
５
％
で
、　

２９

８３

２４

年
度
か
ら
上
が
り
続
け
て
い
る
。収
入
に
対

し
て
の
人
件
費
、扶
助
費
、委
託
料
の
割
合

が
増
え
て
い
る
数
字
だ
。行
政
改
革
に
お
い

て
効
率
化
は
必
要
不
可
欠
だ
。業
務
の
精
査

と
適
切
な
効
率
化
が
進
ん
で
な
い
の
で
は

な
い
か
。職
員
の
能
力
強
化
と
シ
ス
テ
ム
利

用
の
改
善
を
望
む
。

　

実
質
収
支
比
率
が
６
・
７
％
だ
っ
た
が
、

一
般
的
に
５
%
以
下
が
適
正
な
の
で
ま
だ

高
い
。適
切
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
期

待
す
る
。

　

予
算
編
成
時
に
創
意
工
夫
と
取
捨
選
択

に
よ
り
行
政
事
業
を
進
め
る
と
言
っ
て
き

た
が
、実
績
が
伴
っ
て
い
な
い
。目
先
の
事

業
だ
け
で
な
く
、将
来
を
見
据
え
た
取
り
組

み
が
必
要
。住
民
目
線
に
立
っ
た
反
省
と
改

善
を
強
く
望
む
。

　

各
事
業
に
多
額
の
不
用
額
が
あ
る
。予
算

編
成
時
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
で
不
用
額

を
減
ら
す
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

　

町
税
は
少
し
ず
つ
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

国
か
ら
の
交
付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
な
か
で
、自
主
財
源
比
率
は
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
上
が
り
始
め
て
い
る
。南
信
州
松

川
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
交

流
人
口
増
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
に
期
待

す
る
。

歳入合計
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68
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約
１
億
７
、０
０
０
万
円
が
計
上

　

福
祉
施
設
整
備
と
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て

平
成
30
年
度
補
正
予
算

平
成
30
年
度
補
正
予
算

整
備
計
画（
仮
称
）

「
元
気
セ
ン
タ
ー
」

質
問　

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
移
転
の
た
め
に
、
な

ぜ
民
間
の
破
産
し
た
店
舗

や
土
地
を
購
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
。

答
弁　

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
の
耐
震
診
断
に
お

２９い
て
、
地
震
に
耐
え
ら
れ

な
い
数
値
結
果
で
あ
っ
た
。

　

福
祉
総
合
計
画
の
推
進

協
議
会
か
ら
の
ま
と
め
を

受
け
、
新
た
に
土
地
と
建

物
を
購
入
し
て
、
機
能
を

そ
ち
ら
に
移
す
計
画
で
あ

る
。

質
問　

今
後
こ
う
し
た

ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
ど
う
対
処
す

る
の
か
。

答
弁　

そ
の
時
の
判
断
に

小
・
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置

質
問　

実
施
設
計
料
の
予

算
が
１
４
０
０
万
円
か
ら

９
８
０
万
円
に
な
っ
た
理

由
は
。
設
計
料
は
工
事
費

の
５
％
な
の
か
。

答
弁　

現
場
で
の
確
認
や

必
要
な
教
室
な
ど
の
把
握
、

ま
た
金
額
的
に
も
精
査
を

す
る
な
か
で
今
回
の
金
額

と
な
っ
た
。
事
業
費
か
ら

割
り
出
し
た
の
で
は
な
く
、

技
術
者
の
経
費
な
ど
を
積

算
し
た
も
の
で
あ
る
。

質
問　

近
隣
の
町
村
も
予

算
的
に
み
る
と
、
１
台
当

た
り
の
金
額
が
３
０
０
万

円
く
ら
い
で
あ
る
。
ど
こ

の
町
村
も
同
じ
金
額
で
あ

る
が
、
も
っ
と
安
く
で
き

な
い
か
。

答
弁　

大
き
な
事
業
は
国

や
県
の
有
利
な
補
助
、
あ

る
い
は
、
起
債
事
業
が
あ

る
こ
と
を
願
い
要
望
を
し

て
い
る
。
補
助
金
あ
り
き

の
事
業
で
は
な
く
、
松
川

町
と
し
て
や
っ
て
い
く
。

よ
る
が
、
し
っ
か
り
と
考

え
た
な
か
で
、
買
う
の
か

購入予定の建物と土地

質
問　

設
置
費
用
を
抑
え

る
こ
と
も
大
事
で
あ
り
、

実
施
設
計
の
方
法
と
し
て
、

 
プ 
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
検

※

討
し
た
か
。

答
弁　

検
討
を
し
た
が
、

　

月
頃
を
目
途
に
正
確
な

１２数
字
と
必
要
書
類
を
そ
ろ

え
る
に
は
間
に
合
わ
な
い

た
め
、
今
回
の
実
施
設
計

を
組
ん
だ
。

質
問　

各
自
治
体
が
一
斉

に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
始

め
る
と
、
来
年
の
夏
ま
で

に
間
に
合
う
か
心
配
で
あ

る
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て

学
習
活
動
に
影
響
の
な
い

よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
実
施
を
お
願
い
し

た
い
が
。

答
弁　

今
年
度
の
事
業
と

し
て
早
い
時
期
に
実
施
設

計
に
着
手
し
て
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
を
す

る
。

　

来
年
の
夏
に
は
、
良
好

な
環
境
に

な
る
よ
う

に
進
め
て

い
く
。

買
わ
な
い
の
か
を
決
め
て

い
く
。

第
2
回臨時

議
会

　

８
月　

日
午
後
２

２８

時
か
ら
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

左
記
の
事
案
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
２

議
案
と
も
可
決
を
し

た
。

●
松
川
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税（
償
却

資
産
の
特
例
処
置
と
し

て
期
間
平
成　

年
～

３１

　

年
度
の
内
３
年
間

３６を
対
象
と
し
て
「
零
」

と
す
る
）

●
平
成　

年
度
緊
急

３０

防
災
減
災
事
業
債

　

松
川
町
防
災
行
政

無
線
（
移
動
系
）
デ

ジ
タ
ル
化
更
新
事
業

請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
…
複
数
の
者
に
目
的
物
に
対
す
る
企
画
を
提
案
し
て
も
ら

い
、
よ
り
優
れ
た
者
を
選
定
す
る
。
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防
犯
カ
メ
ラ
増
設

と
リ
ー
ス
料

質
問　

防
犯
カ
メ
ラ
増
設

は
ど
こ
へ
設
置
す
る
の
か
。

ま
た
、
リ
ー
ス
料
は
い
く

ら
必
要
と
な
る
か
。

答
弁　

庁
舎
１
階
の
ロ

ビ
ー
の
と
こ
ろ
へ
２
台
、

職
員
が
仕
事
を
し
て
い
る

所
へ
４
台
を
設
置
。
全
６

台
で
一
階
フ
ロ
ア
ー
全
て

が
防
犯
カ
メ
ラ
で
監
視
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
リ
ー

ス
料
に
つ
い
て
は
、
６
台

の
５
か
月
分
の
計
上
と
な
っ

て
い
る
。

質
問　

新
聞
報
道
な
ど

色
々
な
事
件
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
が
非
常
に
役
立
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
へ

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
、

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
体
制

を
町
と
し
て
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

答
弁　

町
政
懇
談
会
で
も

質
問
が
あ
っ
た
。
未
然
に

犯
罪
を
防
ぐ
意
味
で
も
抑

止
効
果
が
あ
る
。

　

行
政
が
設
置
を
し
て
維

質　

問

（
社
会
文
教
常
任
委
員
会
）

持
管
理
を
行
う
か
ど
う
か
、

こ
の
点
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
。
町
内
の
あ
る
地
区

で
は
、
共
同
で
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
し
て
い
る
。

質
問　

庁
舎
内
の
設
置
に

つ
い
て
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
文
書
な
ど
を
作

成
し
て
、
管
理
体
制
を
十

分
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答
弁　

一
定
の
規
定
み
た

い
な
も
の
が
必
要
と
思
う
。

今
後
早
急
に
整
え
て
い
き

た
い
。

質
問　

店
舗
跡
建
設
お
よ

び
土
地
の
買
入
れ
に
つ
い

て
の
な
か
で
、
耐
震
補
強

工
事
の
必
要
は
な
い
の
か
。

答
弁　

内
部
改
装
が
主
体

で
、
耐
震
補
強
に
つ
い
て

は
聞
い
て
い
な
い
。

反　

対

　

福
祉
施
設
の
充
実
は
賛

成
だ
が
、
民
間
の
破
産
し

た
土
地
建
物
を
町
が
購
入

す
る
の
は
疑
問
だ
。
先
例

と
な
り
か
ね
な
い
。

　

小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
備
整
備
事
業
の
実

施
設
備
委
託
費
に
つ
い
て

総
額
９
８
０
万
は
、
高
い

の
で
は
な
い
か
。
整
備
事

業
も
大
規
模
が
予
想
さ
れ

る
の
で
町
内
の
設
備
業
者

に
依
頼
す
る
方
法
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

（
川
瀬
議
員
）

単位：千円●歳出

事業内容補正額事業名科目

店舗跡を活用した「元気センター（仮称）」を整備するため、
検討委員会の開催、改修工事の設計、店舗跡の購入等を進め
ます。

41,785「元気センター（仮称）」整備事業民 生 費

生田の梅松苑において新たな滞在交流プログラムを提供する
ため、キャンプ場を整備します。

9,500
梅松苑キャンプサイト整備事業
（地方創生推進交付金事業）

農 林 水 産
事 業

補助金の追加交付が決定し、当初予算で計画した樫原地区の
事業費を追加するとともに、新たに増野地区において農業用
施設を整備します。

25,000農地耕作条件改善事業

ＪＲ古町水路橋撤去・補修工事に係る測量設計業務を委託し
ます。

16,000JR古町水路橋撤去・補修工事

県の補助金を活用し、森林セラピー基地（およりての森周辺）
に係る看板整備、修景（森林伐採）を行います。

7,000森林セラピー基地整備事業商 工 費

道路補修等について、緊急に対応すべき箇所の工事を進めます。21,000道路橋梁維持関連工事土 木 費

夏場の猛暑対策として、町内小中学校ヘのエアコン整備に着手
します。来年の夏までに整備を目指し、実施設計を行います。

9,800小中学校エアコン整備事業教 育 費

単位：千円●歳入

主な増減理由補正額科目

・地方創生推進交付金（5,350）
・社会保障・税番号制度システム整備費補助（1,531）
・森林セラピー基地等施設整備支援事業補助金（5,500）
・農地耕作条件改善事業補助金（11,730）

27,376国県支出金

84,642繰 越 金

・公共施設等適正管理推進事業債（36,900）
・学校教育施設等整備事業債（7,300）
・辺地対策事業債（△6,300）

38,100町　 債

討　

論

平成30年度　一般会計　第２回（９月）補正予算議決概要
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委員会だより委員会だより委員会だより
9月10日に総務産業建設常任委員会、9月13日に社会文教
常任委員会を開催し、それぞれ付託案件を慎重審議した。

総務産業建設
常任委員会

総務産業建設常任委員会とは、総務
課・まちづくり政策課・産業観光
課・環境水道課・建設課・会計室の
分野を担当しています。

質
問　

一
般
管
理
費
の
中

の
委
託
料
で
弁
護
士
委
託

料
増
１
０
０
万
円
の
そ
の

内
訳
は
。

答
弁　

現
在
訴
訟
の
関
係

が
３
件
あ
り
、
１
件
は
６

月
に
補
正
済
み
で
、
残
り

の
分
に
つ
い
て
今
回
補
正

を
行
う
。
太
陽
光
の
土
地

の
評
価
に
つ
い
て
の
監
査

請
求
と
損
害
賠
償
の
住
民

訴
訟
。
退
職
勧
奨
の
規
定

に
基
づ
い
た
退
職
手
当
て

で
な
い
と
い
う
こ
と
で
加

算
分
、
利
子
に
つ
い
て
の

請
求
。
さ
ら
に
太
陽
光
の

設
置
さ
れ
て
い
る
土
地
の

所
有
者
か
ら
、
行
政
不
服

審
査
と
い
う
こ
と
で
請
求

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　

梅
松
苑
キ
ャ
ン
プ

場
暗
渠
排
水
工
事
は
９
５

０
万
円
と
聞
い
て
い
た
。

キ
ャ
ン
プ
場
テ
ン
ト
購
入

１
５
０
万
円
は
、
指
定
管

理
の
な
か
で
こ
う
い
う
備

品
が
購
入
で
き
る
の
か
、

詳
細
と
梅
松
苑
が
今
後
可

能
な
経
営
を
し
て
い
け
る

の
か
。

答
弁　

地
方
創
生
推
進
交

付
金
で
暗
渠
排
水
の
関
係

８
０
０
万
円
、
テ
ン
ト
３

基
の
購
入
、
１
５
０
万
円

で
計
画
を
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
で
３
０
０
万

の
売
り
上
げ
を
計
画
し
て

い
る
。
経
営
に
つ
い
て
は

２
年
連
続
し
て
一
番
の
観

光
資
源
で
あ
る
松
茸
が
不

作
で
大
変
厳
し
い
な
か
、

地
元
の
皆
さ
ん
と
連
携
を

図
り
、
非
常
に
努
力
し
て

く
れ
て
い
る
と
評
価
し
て

い
る
。

質
問　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
、
耐
震
改
修
を
進
め
る

に
は
補
助
率
の
見
直
し
が

必
要
で
は
。
ま
た
購
入
済

み
の
鉄
筋
測
定
器
は
、
早

急
に
町
民
に
知
ら
せ
て
利

用
で
き
る
よ
う
積
極
的
に

や
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
は
、
当
初
は
１
件
の
予

算
だ
っ
た
が
、
今
回
５
、

６
件
の
相
談
が
あ
り
業
者

を
通
し
て
は
３
件
の
相
談

が
あ
っ
た
。
今
回
そ
の
分

を
計
上
し
た
。
補
助
率
の

見
直
し
は
他
町
村
の
状
況

で
あ
る
。

※
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
質
疑
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　付託された補正予算、一般会計、公共下水道事業、農業集落排水事業、保養宿泊施

設事業、発電事業、水道事業について採決の結果、全員賛成であり、当委員会では原

案通り認めることが妥当と決しましたので報告しました。

調査・研究
　午後より雨模様のなか現地調査を行いました。まず大草線改良工事に伴う古町

境ノ沢線との交差点に新設された信号機の説明を受け、７月豪雨により流された

小渋川部奈もぐり橋の状況と引き揚げられた橋桁を視察、生田梅松苑キャンプ場

暗渠排水工事予定地の現地説明を受け帰庁しました。

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

暗渠排水工事予定地梅松苑キャンプ場早期復旧が望まれる部奈もぐり橋現地

を
見
な
が
ら

検
討
す
る
。

質
問　

農
地

費
の
委
託
料

で
Ｊ
Ｒ
関
係

の
測
量
設
計

業
務
が
１
６

０
０
万
円
と

非
常
に
高
額

に
な
っ
て
い

る
が
。

答
弁　

現
地

を
測
量
し
て

ど
う
い
う
形

で
修
理
し
て

撤
去
す
る
か

Ｊ
Ｒ
に
委
託

を
か
け
る
。

点
検
や
設
計

な
ど
に
関
し

て
は
Ｊ
Ｒ
の

子

会

社

が

行
っ
て
お
り
、

こ
の
金
額
が

必
要
に
な
る

と
い
う
こ
と
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　付託された平成３０年度一般会計と国民健康保険事業、後

期高齢者医療、介護保険事業は採決の結果、全員賛成であ

り、当委員会では原案通り認めることが妥当と決しました

ので報告しました。

請願・陳情

・「義務教育国庫負担金制度の堅持・拡充」を求める請願

・国の責任による３５人学級推進と、教育予算の増加を求め

る意見書提出に関する請願

・「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣

県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める請願

　協議の結果採択することに決しました。

調査・研究
　子育て支援センター「おひさま」のフェンス修繕箇所と

町営グランドの照明器具破損による修繕状況の説明を受け

た。また、子ど

もの居場所づ

くりの場として

活動している

「こどもカフェ

Ｈuｇ」での

活動状況を視

察しました。

社 会 文 教
常任委員会

社会文教常任委員会とは、住民税務
課・保健福祉課・教育委員会及び議
会事務局の分野を担当しています。

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

質
問　

図
書
館
の
空
調
機

器
が
故
障
し
て
か
ら
の
期

間
と
点
検
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
。

答
弁　

６
月
に
２
台
の
内

１
台
に
故
障
が
分
か
り
１

台
の
み
で
今
ま
で
稼
働
し

て
き
た
。
点
検
は
、
夏
と
冬

前
２
回
行
な
っ
て
い
る
。
点

検
時
に
は
異
常
が
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
平
成
４
年
か

ら　

年
間
稼
働
し
て
い
る

２６
た
め
取
替
も
含
め
て
検
討

し
て
い
る
。

質
問　

店
舗
跡
土
地
お
よ

び
建
物
購
入
費
の
金
額
の

妥
当
性
は
。

答
弁　

土
地
に
つ
い
て
は
、

ち
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

十
分
な
説
明
を
し
て
い
く
。

質
問　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事

業
の
町
民
交
流
型
派
遣
事

業
の
参
加
確
定
者
の
高
校

や
出
身
地
域
の
状
況
と
派

遣
後
の
報
告
の
計
画
に
つ

い
て
、ま
た
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
事
業
の
補
助
金
は
２
０

２
０
年
で
終
わ
る
が
、町
民

派
遣
型
事
業
の
継
続
に
関

し
て
の
考
え
方
は
。

答
弁　

参
加
者
の
名

簿
は
ま
ち
づ
く
り
政

策
課
で
持
っ
て
い
る
。

参
加
者
の
公
表
は
時

期
を
見
て
公
表
す
る
。

現
在
第
１
回
の
学
習

会
が
終
わ
り
第
２
回

を
予
定
し
て
い
る
。具

体
的
な
テ
ー
マ
を
決

め
て
事
前
学
習
を
進

め
、実
際
現
地
で
学
ん

だ
こ
と
を
含
め
帰
国

後
に
報
告
会
を
開
く

計
画
で
あ
る
。事
業
の

継
続
に
関
し
て
は
補

助
金
等
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
考
え
る
な
か

で
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

地
区
公
民
館
へ
の

修
繕
費
の
補
助
の
４
割
に

つ
い
て
の
根
拠
は
。

答
弁　

こ
の
補
助
率
は
昭

和　

年
頃
か
ら
各
地
区
に

５９
地
区
公
民
館
の
建
設
が
始

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
時
か

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

要
望　

公
共
施
設
と
し

て
、
時
代
背
景
に
合
わ
せ

た
補
助
率
も
検
討
す
る
よ

う
に
。

質
問　

小
学
校
の
エ
ア
コ

ン
な
ど
物
品
の
予
算
取
り

に
つ
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
講
入
価
格
と
設
計

の
価
格
と
の
差
が
大
き
い

気
が
す
る
。
今
の
時
代
に

沿
っ
た
実
施
設
計
時
点
で

の
予
算
取
り
の
考
え
方
を
。

答
弁　

現
在
町
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
備
品
等

の
購
入
は
や
っ
て
い
な
い
。

エ
ア
コ
ン
に
関
し
て
は
、

工
事
費
を
含
め
実
施
設
計

を
行
い
、
公
平
公
正
な
入

札
に
付
し
て
い
き
ま
す
。
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
鑑
み

学
校
の
安
全
安
心
に
配
慮

し
て
い
く
。
工
事
費
の
算

出
に
当
た
っ
て
は
、
精
査

す
る
な
か
で
進
め
て
い
く
。

課
税
係
で
算
出
し
た
。
一

般
的
な
取
引
価
格
の
坪
単

価
に
対
し
て
安
く
設
定
さ

れ
て
い
る
。
裁
判
所
の
許

可
が
得
ら
れ
る
金
額
の
最

低
価
格
だ
と
弁
護
士
か
ら

言
わ
れ
て
い
る
。
地
下
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で

建
屋
は
鉄
骨
造
で
税
法
上

の
耐
用
年
数
は　

年
と
さ

３４

れ
て
い
る
。
築　

年
経
っ

２７

て
い
る
が
、
定
期
的
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
で

最
低
で
も　

年
は
使
用
で

５０

き
る
。

質
問　

実
施
設
計
を
進
め

る
元
気
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

の
整
備
事
業
は
社
会
福
祉

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
い
る
が
、
近
隣
住
民
や

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
地

活
セ
ン
タ
ー「
あ
す
な
ろ
」

利
用
者
の
承
諾
や
意
見
は

聞
い
て
い
る
か
。

答
弁　

店
舗
跡
地
の
地
元

説
明
会
も
予
定
し
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
を
目
指
す

な
か
で
、
利
用
者
を
含
め

た
住
民
と
の
懇
談
会
を
持



10松川町議会だより　2018. 10.16　No.141

 議会は
町運営

　

町
は
当
初
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
全
量

買
い
取
り
制
度
が
始
ま
っ

て
も
無
関
心
で
議
会
か
ら

の
提
言
に
対
し
て
も
慎
重

論
を
唱
え
て
い
ま
し
た
。

３
・　

震
災
か
ら
エ
ネ
ル

１１

ギ
ー
需
給
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
他
の
自
治

体
が
取
り
組
む
情
報
が
発

信
さ
れ
る
な
か
、
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
当
町
も
取
り
組

み
始
め
、
以
前
か
ら
あ
っ

た
太
陽
光
発
電
補
助
制
度

に
加
え
推
進
方
針
を
発
表

し
町
も
事
業
計
画
を
作
り

ま
し
た
。
議
会
は
地
上
設

置
に
伴
う
無
秩
序
な
乱
開

発
を
防
ぐ
指
針
が
必
要
と

指
摘
し
ま
し
た
が
、
国
の

法
制
も
整
わ
な
い
段
階
で

景
観
条
例
し
か
適
当
な
も

の
が
な
い
と
い
う
状
況
で

し
た
。
町
の
事
業
は
議
会

の
指
摘
で
地
上
設
置
を
除

い
た
発
電
事
業
が
始
ま
り
、

ま
た
、
発
電
事
業
を
推
進

す
る
た
め
の
支
援
策
が
示

さ
れ
議
会
と
し
て
理
解
を

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
太
陽
光
発
電
施
設

が
農
地
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
住
民
か
ら
乱
立

を
危
惧
す
る
声
が
上
が
る

な
か
「
緑
を
守
る
会
」
か

ら
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ

る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
議

会
と
し
て
現
状
調
査
、
研

修
、
勉
強
会
、
検
討
を
重

ね
る
と
共
に
住
民
か
ら
の

意
見
聴
取
や
各
団
体
と
の

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

国
、
県
も
対
応
が
後
手
に

ま
わ
り
地
方
自
治
体
は
対

応
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
は
農
地
転
換
の
厳

格
化
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
を
提
言
。
太
陽
光
発
電

用
地
の
課
税
評
価
の
変
更

に
つ
い
て
は
基
準
の
確
認

と
変
更
理
由
を
質
し
た
が

納
得
で
き
る
回
答
が
得
ら

れ
な
い
ま
ま
で
し
た
。「
固

定
資
産
税
は
変
わ
ら
な
い
」

と
町
の
発
言
が
あ
っ
た
と

い
う
証
言
が
あ
る
な
か
、

ま
た
固
定
資
産
評
価
替
え

に
合
わ
せ
た
土
地
評
価
基

準
の
変
更
に
つ
い
て
、
現

行
基
準
の
曖
昧
さ
か
ら
発

生
し
た
不
適
切
評
価
に
よ

る
課
税
が
明
ら
か
に
な
る

な
か
、
不
十
分
な
改
正
案

が
提
案
さ
れ
、
修
正
が
行

わ
れ
る
も
問
題
を
残
し
な

が
ら
施
行
さ
れ
た
の
が
実

情
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

不
適
切
な
課
税
に
対
す
る

訴
訟
と
課
税
基
準
変
更
に

対
す
る
相
反
す
る
訴
訟
が

同
時
進
行
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
 
現
在
町
は
３
件
の
行
政
訴
訟
を
抱
え
、
議
会
へ
も
町
の
運
営
を
憂
慮
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
月
来
、
町
な
か
で
「
ま
つ
か
わ
太
陽
の
会
」
か
ら
の
意
見

広
告
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。内
容
は
事
実
も
あ
れ
ば
会
議
録
な
ど
か
ら
都
合
の
良

い
部
分
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
正
当
性
を
訴
え
て
い
る
も
の
や
、裏
付
け
の
な
い
見
聞
き

し
た
情
報
な
ど
も
織
り
交
ぜ
、推
測
で
自
分
た
ち
の
主
張
が
正
し
い
か
の
よ
う
な
結

論
に
導
い
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
個
人
が
も
た
れ
る
感
情
や
想
像
は
自
由
で
す
が
、一

方
的
な
言
葉
で
行
政
や
議
会
を
批
判
し
、多
く
の
町
民
に
影
響
を
与
え
る
内
容
の
広

告
の
配
布
は
と
て
も
残
念
で
す
。行
政
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
事
に
対
す
る

謝
罪
は
し
て
い
ま
す
が
、各
々
の
事
象
に
つ
い
て
は
訴
訟
中
と
、
現
在
は
明
確
な
説

明
を
避
け
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
一
連
の
経
緯
を
要
約
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
に
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
件

農
地
転
換
の
厳
格
化
や

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
提
言
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今　行政は、 
特集 憂慮する 

　

太
陽
の
会
の
意
見
広
告

で
は
町
と
議
会
、
監
査
委

員
な
ど
が
悪
い
し
が
ら
み

の
な
か
で
あ
た
か
も
黙
認

し
て
き
た
か
の
よ
う
に
思

わ
せ
る
文
言
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
副
町
長
就

任
時
に
お
け
る
退
職
勧
奨

問
題
が
発
覚
し
た
の
は
平

成　

年
２
月
末
、
噂
と
太

30
陽
の
会
か
ら
の
意
見
広
告

に
よ
っ
て
明
る
み
に
出
ま

し
た
。
議
会
は
こ
れ
に
よ

り
対
応
の
検
討
を
始
め
ま

し
た
。
意
見
広
告
指
摘
の

「
以
前
か
ら
議
員
は
知
っ
て

い
た
」
か
の
よ
う
な
記
載

は
ど
の
時
期
を
指
す
の
か
？

あ
た
か
も
副
町
長
就
任
当

時
か
ら
こ
の
事
実
を
知
っ

て
い
て
隠
し
て
い
た
か
と

思
わ
れ
て
し
ま
う
表
現
で

す
。
行
政
事
務
処
理
や
副

町
長
選
任
に
関
与
し
て
い

な
い
議
員
が
当
時
か
ら
知

る
よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
議
会
と
執
行
側
と
の

癒
着
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。

意
見
広
告
は
あ
く
ま
で
想

像
、
推
測
の
域
を
脱
し
て

い
ま
せ
ん
。
議
会
は
調
査

権
を
発
動
し
意
見
広
告
記

載
の
事
実
関
係
を
関
係
者

か
ら
聴
取
し
、
規
定
の
解

釈
、
期
日
、
副
町
長
決
済

印
未
押
印
な
ど
事
務
処
理

に
問
題
有
り
と
指
摘
。
町

側
も
不
適
切
な
処
理
を
認

め
な
が
ら
も
決
済
は
有
効

と
の
判
断
を
示
し
、
不
正

の
認
識
は
な
い
と
回
答
し

ま
し
た
。
提
訴
さ
れ
て
か

ら
は
訴
訟
中
に
よ
り
答
弁

は
控
え
る
と
い
う
対
応
で

す
。
議
会
と
し
て
は
、
規

定
不
備
の
是
正
は
も
と
よ

り
、
一
連
の
状
況
は
客
観

的
に
見
て
も
合
理
性
が
乏

し
く
、
住
民
感
情
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
も
不
正
処
理

を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
町
の
対
応
も
含
め
て

き
ち
ん
と
し
た
住
民
へ
の

説
明
が
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
非
あ
る
も
の

は
正
直
に
認
め
、
誠
意
あ

る
行
政
対
応
を
議
会
と
し

て
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

提
言・意
見

提
言・意
見

政策提言・監視・議決

説明責任（議案等）

請
願・陳
情・要
望

協
働
＆
参
画・要
望

二元代表制の仕組

町 民

国・県

執行機関
町長

教育委員会
など行政機関

議決機関
議会・本会議
議会全員協議会
常任委員会

行政サービス
説明責任
行政サービス
説明責任

提
言・意

決

提
言

議会全員協議会
常任委員会

教育委員会

提

会
関

教育委員会
など行政機関

報告・
説明責任
報告・
説明責任

退
職
勧
奨
に
関
す
る
件

　

憂
慮
さ
れ
る
町
運
営
に

議
会
が
ど
の
よ
う
に
携
わ

る
事
が
で
き
る
の
か
。
二

元
代
表
制
の
地
方
政
治
で

は
あ
る
が
議
会
と
執
行
側
、

い
わ
ゆ
る
首
長
と
の
決
定

的
な
違
い
は
執
行
権
で
あ

る
。
議
会
は
議
決
権
を
持

ち
議
会
の
決
議
が
な
け
れ

ば
予
算
は
決
め
ら
れ

な
い
。
確
か
に
議
会

の
議
決
が
な
け
れ
ば

予
算
は
執
行
で
き
な

い
の
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
予
算
を
組
む
の

か
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
行
う
の
か
は
執

行
側
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

て
い
る
。
議
会
が
勝

手
に
事
業
を
計
画
し

予
算
を
議
決
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
行
政
が
出
し
た
予

算
案
で
良
い
か
悪
い
か
判

断
す
る
だ
け
な
の
だ
。
提

案
や
意
見
は
い
く
ら
で
も

言
え
る
が
、
そ
れ
を
や
る

か
や
ら
な
い
か
は
首
長
、

町
長
の
判
断
で
あ
る
。
そ

れ
に
加
え
予
算
や
条
例
、

総
合
計
画
な
ど
の
重
要
案

件
以
外
は
議
会
に
諮
る
こ

と
な
く
、
何
で
も
決
め
て

執
行
で
き
る
の
で
あ
る
。

憂
え
る
町
運
営
の
な
か
で

議
会
は
何
が
で
き
る
の
か
。

単
な
る
住
民
代
表
で
あ
る

議
会
は
行
政
チ
ェ
ッ
ク
の

専
門
家
が
議
員
に
な
っ
て

い
る
訳
で
も
な
く
行

政
マ
ン
で
も
な
い
。

異
な
る
年
齢
や
経
験

を
有
す
る
者
の
集
ま

り
で
、
住
民
が
選
ん

だ
議
員
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
て
い
る
だ
け

の
組
織
だ
。
し
か
し

住
民
目
線
で
判
断
す

る
も
行
政
の
専
門
家

と
対
峙
し
、
住
民
の

期
待
に
応
え
る
た
め

議
員
力
を
高
め
る
努
力
を

怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
町

民
の
多
様
な
年
齢
層
の
多

様
な
意
見
を
ど
う
受
け
止

め
、
住
民
感
情
に
寄
り
添

い
な
が
ら
行
政
の
監
視
と

提
言
を
ど
の
よ
う
に
行
う

か
。
今
、
問
わ
れ
て
い
る

議
会
で
あ
る
。

地方議会の役割と住民が求めるもの

町民が期待する議会とは
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委
員
会
手
当
の
復
活
に

　
　
　

関
す
る
指
摘
に
つ
い
て

　

委
員
会
手
当
と
称
せ
ら

れ
る
手
当
が
過
去
に
お
い

て
支
給
さ
れ
て
い
た
事
は

事
実
で
す
。
こ
れ
は
通
常

の
議
員
活
動
、
例
え
ば
議

員
が
主
体
的
に
行
う
常
任

委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
特
別

委
員
会
な
ど
に
出
席
し
た

場
合
に
も
、
支
給
さ
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
当
時
、
行
政

１２

改
革
の
一
環
と
し
て
当
松

川
町
議
会
に
お
い
て
も「
議

会
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和　

年
９
月　

日
条
例
第

３１

２０

　

号
）
」
の
条
例
改
正
を
行

１０い
そ
れ
に
該
当
す
る
項
目

が
既
に
削
除
さ
れ
て
い
て

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

従
っ
て
今
回
指
摘
の
委

員
会
手
当
と
称
さ
れ
て
る

手
当
が
条
例
改
正
以
前
に

支
給
さ
れ
て
い
た
委
員
会

手
当
を
指
摘
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
間
違

い
で
す
。

　

通
常
の
議
員
活
動
と
し

て
、
先
に
述
べ
た
常
任
委

員
会
、
全
員
協
議
会
な
ど

の
委
員
会
へ
の
出
席
に
対

す
る
手
当
は
支
給
さ
れ
て

い
な
い
の
が
事
実
で
す
。

　

こ
の
条
例
改
正
は
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
全
国

的
に
同
様
の
改
正
が
ど
の

市
町
村
議
会
で
も
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
松
川
町

議
会
だ
け
が
突
出
し
て

行
っ
た
条
例
改
正
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

学識経験者として委嘱され出席している審議会

　

一
方
で
審
議
会
な
ど
、

普
通
地
方
公
共
団
体
（
松

川
町
）
が
主
催
す
る
会
議

な
ど
に
出
席
し
た
場
合
、

例
え
ば
、
一
般
町
民
で
あ

れ
、
議
員
で
あ
れ
、
自
薦
、

他
薦
を
含
め
任
命
さ
れ
て

参
加
す
る
、
あ
る
い
は
学

識
経
験
者
と
し
て
委
嘱
を

受
け
て
出
席
す
る
場
合
、

そ
の
出
席
者
に
対
し
て
自

治
法
で
は
費
用
弁
償
を
支

給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
よ
り
先
輩
議

１６

員
の
皆
様
が
各
種
審
議
会

な
ど
を
見
直
す
な
か
で
辞

退
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
す

で
に
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
、
支
給
の
再
開
に

至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は

自
治
法
、
或
い
は
過
去
の

判
例
の
な
か
で
辞
退
そ
の

　

町
主
催
の
審
議
会
の
な

か
で
議
員
が
関
係
す
る
会

議
は
年
度
毎
に
よ
り
差
は

あ
り
ま
す
が
、
審
議
会
数

は
、
お
お
よ
そ　

前
後
で

５０

す
。
年
１
回
の
会
議
も
あ

れ
ば
数
回
開
催
さ
れ
る
会

議
も
あ
り
、
当
然
一
般
町

民
の
方
も
関
係
し
て
の
審

員
会
で
す
。
前
項
に
も
記

載
し
た
通
り
、
地
方
自
治

法
で
は
、
そ
こ
に
参
加
す

る
者
に
対
し
て
、
対
価
と

し
て
報
酬
と
言
う
名
の
費

用
弁
償
の
支
払
い
の
義
務

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
手
当
は
存
在
し
な
い

義
務
で
あ
る
費
用
の
弁
償（
旅
費
）の
支
給

　

議
会
改
革
推
進
会
議
で

は
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
町
主
催
の

審
議
会
な
ど
の
見
直
し
や

費
用
弁
償
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
全

体
の
意
見
と
し
て
は
「
廃

止
に
至
っ
た
経
過
に
つ
い

て
検
討
す
べ
き
」
ま
た
、

「
学
識
経
験
者
と
し
て
委
嘱

を
受
け
、
一
般
町
民
と
共

に
審
議
す
る
会
で
は
、
設

置
条
例
に
従
っ
て
も
い
い

の
で
は
」
な
ど
が
出
さ
れ

再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成　

年
当

１５

時
、
全
国
的
に
行
財
政
改

革
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
審

議
会
な
ど
の
見
直
し
を
図

り
、　

年
度
よ
り
辞
退
さ

１６

れ
て
き
た
経
緯
の
報
告
が

あ
り
、
審
議
の
末
、
自
治

法
に
添
っ
た
対
応
の
検
討

を
町
に
要
請
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
で
検
討

町
主
催
の
審
議
会

も
の
が
法
に
触
れ
る
可
能

性
も
あ
る
事
も
考
慮
し
た

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
費
用
弁
償
に
つ
い

て
は
前
項
で
述
べ
て
い
る

委
員
会
手
当
と
称
せ
ら
れ

る
手
当
と
は
全
く
別
の
も

の
で
あ
り
、
自
治
法
で
は

支
払
う
義
務
と
受
け
取
る

義
務
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
参
加
す
る
審
議

会
の
名
称
に
は
違
い
が
あ

り
委
員
と
し
て
出
席
す
る

議
員
の
み
が
対
象
で
す
。
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互
い
の
課
題
解
決

議
会
改
革
の

ヒ
ン
ト
を
求
め
て

議会の
　 うごき

　

今
年
度
は
、
松
川
町
が

当
番
議
会
と
し
て
中
央
公

民
館
「
え
み
り
あ
」
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

午
前
の
部
は
南
信
州
振

興
局
長
の
土
屋
智
則
氏
よ

り
「
リ
ニ
ア
新
時
代
」
に

向
け
て
振
興
局
の
役
割
地

域
課
題
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
、
事
業
を
企
画
す

る
際
に
は
常
に
「
何
の
為

に
誰
の
為
に
」
を
掲
げ
て

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性

を
説
か
れ
た
。
議
会
は
、

執
行
機
関
か
ら
提
案
さ
れ

る
事
業
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
審
議
を
行
っ
た
か
議

会
の
質
が
問
わ
れ
る
。

　

午
後
は
来
賓
の
方
や
、

助
言
者
と
し
て
提
言
に
係

る
部
署
の
県
の
職
員
を
迎

え
、
各
町
村
議
会
か
ら
出

さ
れ
た
研
修
議
題
に
つ
い

て
３
つ
の
分
科
会
で
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
討
議
、
検
討
を
行
い
分

科
会
終
了
後
、
全
体
会
議

で
発
表
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

後
日
議
長
会
に
て
ま
と
め

ら
れ
、
県
議
会
に
提
言
書

と
し
て
提
出
さ
れ
る
。

松
川
町
議
会
の
今
年
度
の

提
言

①
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
支
援
事
業
に
対
す
る

助
成
制
度
の
充
実
に
つ

い
て

②
障
が
い
者
ひ
と
り
親
家

庭
の
福
祉
医
療
費
窓
口

無
料
化
に
つ
い
て

③
国
道
１
５
３
号
下
伊
那

北
部
地
区
再
整
備
に
つ

い
て

④
主
要
地
方
道
「
飯
島
飯

田
線
」
上
片
桐
バ
イ
パ

ス
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
の
４
項
目
を
議
題
と
し
た
。

活発な議論がなされる分科会

下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
８
月　

日　

松
川
町
）

１０

長
野
県
町
村
議
会

議
員
研
修
会

（
７
月　

日　

伊
那
市
）

20

　

県
下　

町
村
議
会
の
議

５８

員
６
０
０
余
名
が
出
席
し

開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
に
地
方
制
度
調
査

委
員
等
を
歴
任
し
た

山
梨
学
院
大
学
法
学

部
教
授
の
江
藤
俊
昭

氏
を
迎
え
、
研
修
会

が
行
わ
れ
た
。　

①
総
務
省
の
第　

次
３２

地
方
制
度
調
査
会

か
ら
出
さ
れ
た
町

村
議
会
の
改
革
方

針
の
課
題
と
問
題

点
に
つ
い
て
。

②
小
規
模
市
町
村
議

会
の
展
望
。
信
頼

さ
れ
、
魅
力
あ
る

議
会
の
創
造
。
住

民
自
治
の
推
進
、

議
員
の
な
り
手
不

足
の
解
消
の
正
攻

法
に
つ
い
て
。

多
岐
に
渡
り
基
調
講

演
さ
れ
、
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
の

解
消
は
、
議
会
基
本
条
例

に
刻
ま
れ
た
議
会
を
作
動

さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

れ
を「
住
民
福
祉
の
向
上
」

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
議

会
・
議
員
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一
歩
先
ん
じ
た
議
会
運
営

（
７
月　

日　

大
津
市
議
会
）

１９

　

議
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
議

会
運
営
を
実
施
し
、
年
間

１
０
０
余
り
の
議
会
が
行

政
視
察
に
訪
れ
て
い
る
注

目
の
大
津
市
議
会
を
ま
ち

づ
く
り
政
策
課
２
名
の
職

員
と
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

導
入
の
目
的
は
議
会
運

営
の
安
定
化
、
効
率
化
、

迅
速
化
に
よ
る
「
住
民
と

開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現

で
あ
り
、
効
果
と
し
て
は

経
費
削
減
（
紙
、
印
刷
な

ど
）
以
上
に
議
会
・
議
員

の
情
報
の
共
有
化
、
情
報

伝
達
の
即
時
化
、
会
議
運

営
の
効
率
化
に
大
き
な
効

果
が
得
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　

今
後
、
多
く
の
議
会
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
導
入
に
取
り

組
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

松
川
町
議
会
も
早
期
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
が

行
政
側
の
理
解
、
議
会
事

務
局
の
充
実
化
な
ど
課
題

が
多
く
見
ら
れ
る
。

議員のなり手不足の要因と解消の方途

備　　考解消の方途意欲の有無なり手不足の解消

住民からの信頼を勝ち取る
手法

住民と歩む議会、住民福祉の
向上に貢献する議会の創造

ならない

魅力の減退
（不透明、非活発等）

住民からの信頼がなければ
実現せず

議員報酬の増額、議会事務
局の充実

条件の悪さ（報酬の低さ、
定数減により当選ラインの
上昇等）

住民の信頼を勝ち取る手法
住民福祉の向上につなげる
議会による地域活性化

なれない

地域力の減退〔立候補予備軍の衰
退（高齢化、自営業・農業の変化）〕

現場の実践が前提現場からの法改正提案
法制度の拘束
（兼職・兼業禁止等）

注：「意欲の有無」は住民が立候補する際の意欲である
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議議議議議議議議議議議議議議 決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結議　　決　　結　　果果果果果果果果果果果果果果果
平成３０年第２回臨時会議決結果

●全会一致で議決されたもの
内　　　　　　容結果件　　　　　　名

償却資産にかかる固定資産を3年間全額免除可決松川町税条例の一部を改正する条例の制定について  条　例

契約金額1億5822万円
パナソニックシステムソリージョンズジャパン㈱可決緊急防災減災事業債松川町防災行政無線（移動系）デジタル化更新

事業請負契約の締結について締　結

平成30年第３回定例会議決結果
内　　　　　　容結果件　　　　　　名

損害賠償額　125,334円承認窓ガラス他破損による損害賠償の額（富士森公園）について
専決処分

損害賠償額　33,372円承認自動車タイヤ他破損による損害賠償の額（町道境の沢線）について

歳入69億958万円 歳出65億9114万円承認一般会計歳入歳出決算認定

平
成　

年
度
決
算

２９

歳入17億3406万円 歳出15億7204万円承認国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

歳入1億5503万円 歳出1億5463万円承認後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

歳入12億8882万円 歳出12億7799万円承認介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

歳入4億4427万円 歳出4億2018万円承認公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

歳入3億9695万円 歳出3億7871万円承認農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

歳入5億3498万円 歳出4億9142万円承認保養宿泊施設事業特別会計歳入歳出決算認定
収益的収入3億149万円 資本的収入3833万円
収益的支出2億7530万円 資本的支出2億838万円承認水道事業会計決算認定

歳入1520万円　　歳出921万円承認発電事業特別会計歳入歳出決算認定

1億487万円を追加し14億987万円とする可決国民健康保険事業特別会計補正予算（第2回）

平
成　

年
度
補
正
予
算

３０

56万円を追加し1億5786万円とする可決後期高齢者医療特別会計補正予算（第1回）

583万円を追加し12億6913万円とする可決介護保険事業特別会計補正予算（第1回）

1億3034万円を追加し5億9798万円とする可決公共下水道事業特別会計補正予算（第1回）

4356万円を追加し5億7056万円とする可決農業集落排水事業特別会計補正予算（第1回）

405万円を追加し5億4400万円千円とする可決保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第1回）
収益的支出 633万円を追加し2億8367万円とする
資本的支出 702万円を追加し1億9482万円とする可決水道事業会計補正予算（第2回）

598万円を追加し1530万円とする可決発電事業特別会計補正予算（第1回）
非課税範囲の見直し・町たばこ税率引き上げ・高所得
者に関する基礎控除等可決松川町税条例の一部を改正する条例の制定について条　例

提出者／松川町学校教職員組合　代表　直井　修
採択

「義務教育国庫負担金制度の堅持・拡充」を求める請願及び意見書

請願・陳情
意見書

可決

提出者／松川町学校教職員組合　代表　直井　修
採択国の責任による35人学級推進と、教育予算の増加を求める意見書提

出に関する請願及び意見書 可決

提出者／松川町学校教職員組合　代表　直井　修
採択「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準

に戻すこと」を長野県知事に求める請願及び意見書 可決

石田喜則氏同意松川町教育委員会員の任命について任　命

（委員）巻井千穂子氏（補充員）宮下佳弘氏・湯澤伊佐夫氏当選松川町選挙管理委員及び同補充員について選　挙

７月２日（月） 松川町空家対策協議会
 議会運営委員会
７月４日（水） 松川町健康づくり推進協議会
 広報部会
７月５日（木） 自彰会定期総会
７月６日（金） 広報部会
７月１９日（木） 議会議員視察研修（大津市）
７月２０日（金） 県議長会・町村議会議員研修会（伊那市）
８月２日（木） 総務産業建設常任委員会
 社会文教常任委員会
８月３日（金） 広聴部会
８月８日（水） 議会改革推進会議
 議会全員協議会

 議会運営委員会
８月１０日（金） 下伊那北部ブロック議員研修会
８月１７日（金） 議会改革推進会議
８月２８日（火） 議会全員協議会
 議会臨時会
９月６日（木） 議会運営委員会
 第３回定例会（総括）
９月１０日（月） 総務産業建設常任委員会
９月１３日（木） 社会文教常任委員会
９月１９日（水） 一般質問
９月２１日（金） 議会全員協議会・本会議（再開・最終日）
９月２５日（火） 広報部会 
９月２８日（金） 広報部会

主主主主主主主主主主主主主主 なななななななななななななな 議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会 日日日日日日日日日日日日日日主   な   議   会   日   程程程程程程程程程程程程程程程

●多数意見で議決されたもの

内　　　容結果

松
井
悦
子

間
瀬
重
男

島
田
弘
美

米
山
俊
孝

熊
谷
宗
明

坂
本
勇
治

黒
澤
哲
郎

菅
沼
一
弘

中
平
文
夫

大
蔵　

洋

川
瀬
八
十
治

佐
藤
史
人

米
山
郁
子

件　　　　名

1億6926万円を追加し61億9569万円と
する可決○○○○○○○○○○▲▲○一般会計補正予算（第2回）平成30年度

補正予算

建物 1,222.30平方メートル
土地 3,306.47平方メートル可決○○○○○○○○○○▲▲○店舗跡建物及び土地の買い入

れについて買い入れ

○ 賛成　▼ 反対
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議会と語る会開催のお知らせ議会と語る会開催のお知らせ議会と語る会開催のお知らせ
議会では、より多くの地域の

皆さんからのご意見をお伺いし町政の

場へ届けていきたいと思います。今年は、昨年

各地区より出された要望に対する行政からの

報告と議会としての今後の対応を説明します。

地域の皆さまからのご要望やご意見を、

さらにお伺いしたいと思います。

ご参加下さい。

日程と会場のご案内　19:00 ～ 21:00

上新井区 １０月１６日（火） 上新井地区公民館

名子区 １０月１８日（木） 名子地区公民館

生田三区 １０月２０日（土） 福与ふれあい館

古町区 １０月２１日（日） 古町地区公民館

上片桐区 １０月２６日（金） 上片桐改善センター

大島区 １０月２７日（土） 上大島公民館

全地区 １１月 １ 日（木） 役場２階大会議室

※各地区の会場への参加については該当地区在住者のみの参加をお願いします

　前月の主な議会活動について「議会の時間」の中で放映しています。

概ね第三土曜日午後７時より３０分間を予定していますが、月により変更が

あります。詳しくは再放送日も含めて番組表でご確認の上ぜひご覧ください。

※都合により各地区の会場に参加できなかった皆さんを対象に開催します
　ご協力をお願いします

「議会の時間」チャンネルユーで放映のご案内
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１
６
ペ
ー
ジ

議
会
の
動
き

年4回の定例会及び各臨時議会における内容、
特に一般質問に関しては図書館にて「松川町議
会会議録」としてご覧いただけます。

議会だよりがアプリで見れる

お知らせ

皆さまとつくる議会だより

★テーマ笑顔の表紙写真と俳句
★議会だよりに対するご意見や疑問などを
　投稿してください。
文字数は300字～400字以内としてください。
掲載についての可否に対するお問い合わせは
ご遠慮願います。

　第４回南信州まつかわハーフマラソン大会の３㎞
ファミリー〔親子ペア〕種目に参加された選手のス
タート風景です。
　今大会は、2,000人を超えるランナーが全国から
集まり、町民ボランティアの総力を結集した松川町
の大きなイベントとなっています。

日頃は「議会の時間」をご覧いただきありが
とうございます。広報広聴委員会広聴部とし
て、さらに良い番組作りをしていきたいと思
います。ご意見・ご要望はチャンネルＹＯＵ
または議会事務局までお願いします。

Q R コ ー ド か ら も
ダウンロードできます

会議録は図書館で

1　熊谷宗明議員（17ページ）
　・「地域共生社会」の実現に向けて

2　黒澤哲郎議員（18ページ）
　・防災・危機管理について
　・小学生の学力定着の取り組みと中学
学校登山復活について

3　菅沼一弘議員（19ページ）
　・地域防災関係と地域の連帯について
　・大雨災害対策について

4　坂本勇治議員（20ページ）
　・種子法の廃止後の町の対応は
　・住民ニーズに沿った公共交通は

5　間瀬重男議員（21ページ）
　・安心安全のまちづくりのため、上新
井に多目的広場を

　・松川児童公園近くの損壊建物の対策を

6　中平文夫議員（22ページ）
　・防災に対する対応と課題

7　米山郁子議員（23ページ）
　・行政と地域コミュニティの取り組み
について

　一般質問は議員にとって、住民から重
大な関心と期待を持たれる大事な議員活
動です。町政全般にわたって執行機関に
疑問点を質し、所信の表明を求め、議員
自らの政策提言を行い、政治姿勢を明ら
かにするものです。
　質問の持ち時間はひとり 20 分ですがス
ペースの都合上、質問者の責任において
質問と答弁を要約して掲載しています。
本会議での傍聴をお待ちしております。

iPhoneの方はこちらから Androidの方はこちらから
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熊熊熊熊熊熊谷谷谷谷谷谷宗宗宗宗宗宗熊谷宗明明明明明明明 議議議議議議員員員員員員 議員

（
問
）
現
在
実
施
し
て
い

る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

の
３
事
業
、
旧
北
名
子
保

育
園
で
の
２
事
業
を
、
名

子
の
旧
店
舗
へ
統
合
し
、

地
域
の
拠
り
所
と
し
て
い

く
計
画
で
検
討
委
員
会
が

立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
至
る
経
過
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
旧
北
名
子

保
育
園
と
も
に
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
耐
震
問
題

も
あ
り
、
何
ら
か
の
方
向

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　

福
祉
総
合
計
画
推
進
協

議
会
で
策
定
し
た
施
設
の

保
全
計
画
と
、
今
後
の
財

政
負
担
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
た
。

（
問
）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
緑
に
囲
ま
れ
て
い
て
環

境
的
に
非
常
に
恵
ま
れ
て

い
る
が
。

（
保
健
福
祉
課
長
）元
店
舗

で
あ
り
、
寄
り
付
き
や
す

さ
が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
。
J
R
の
駅
に
も
近

く
、
障
が
い
を
持
っ
た
方

や
病
院
の
帰
り
の
方
、
高

校
生
も
利
用
が
で
き
る
。

　

ま
た
、学
校
や
保
育
園
に

も
近
く
、子
ど
も
や
町
民

が
容
易
に
立
ち
寄
れ
る
立

地
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
５
つ
の
事
業
が
統

合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
ま
れ
で
る
相
乗
効
果
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
の
だ
れ
も
が
気

軽
に
立
ち
寄
り
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
ま
で

受
け
手
一
方
だ
っ
た
方
が

支
え
手
に
回
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

（
要
望
）
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
や
放
課
後
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
皆
様
に
と
っ
て
、
緩
や

か
な
交
流
が
で
き
る
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
、

サ
ロ
ン
の
よ
う
な
空
間
が

大
切
。
関
係
者
だ
け
で
な

く
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

が
活
躍
で
き
る
「
広
場
」
に

な
る
こ
と
を
望
む
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
、
地
域
に
波
及
を

担
い
手
の
確
保
が
課
題

問答

地
域
共
生
社
会
に
向
け
て
の
実
現
は

だ
れ
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
施
設
を
目
指
す

問答

（
問
）
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年

４
ヶ
月
。
民
家
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
穏
や
か
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
す

べ
て
の
面
に
お
い
て
認
知

症
の
改
善
が
見
ら
れ
て
き

て
い
る
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
に

は
、
こ
う
い
っ
た
施
設
が

一
ヶ
所
だ
け
で
な
く
、
各

地
域
に
あ
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
だ
が
。

（
保
健
福
祉
課
長
）各
地
域

に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と

は
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

担
い
手
を
ど
う
確
保
し
て

い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

（
町
長
）
一
ヶ
所
に
ま
と

め
る
施
設
で
は
な
い
。
地

域
で
活
か
さ
れ
る
施
設
と

し
て
充
実
さ
せ
て
い
く
。

①コミュニティカフ①コミュニティカフェェ
②出張デイサービ②出張デイサービスス
③放課後児童デイサービ③放課後児童デイサービスス

④地域活動支援センタ④地域活動支援センターー
⑤精神保健福祉の相談窓⑤精神保健福祉の相談窓口口

共に生きる笑顔あふれ共に生きる笑顔あふれるる
（仮（仮））元気センタ元気センターーにに

革 革

住み慣れた地域で安心して暮らしていくために
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黒黒黒黒黒黒澤澤澤澤澤澤哲哲哲哲哲哲黒澤哲郎郎郎郎郎郎郎 議議議議議議員員員員員員 議員

（
問
）
過
日
の
委
員
会
で

信
じ
ら
れ
な
い
報
告
が
あ
っ

た
。
大
雨
洪
水
警
報
が
発

せ
ら
れ
る
な
か
町
は
避
難

準
備
情
報
、
避
難
開
始
情

報
を
発
令
し
た
。
そ
し
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
あ
る
洪

水
危
険
浸
水
地
区
内
に
あ

る
「
福
与
ふ
れ
あ
い
館
」
に

避
難
所
を
開
設
し
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
は
台
城
と
天
竜

川
を
挟
ん
だ
対
岸
、堤
防
の

す
ぐ
脇
に
あ
る
。
そ
し
て

　

数
名
の
方
が
避
難
さ
れ

１０た
。
こ
こ
は
以
前
か
ら
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
危
険
地

区
内
に
避
難
所
が
あ
る
の

は
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し

町
も
認
識
し
て
い
た
避
難

所
で
あ
り
地
震
等
の
避
難

所
と
し
て
大
雨
の
時
に
は

使
用
し
な
い
と
認
識
し
て

い
た
避
難
所
で
あ
る
。避
難

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危

険
な
場
所
へ
住
民
を
集
め

る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い

行
為
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
ん
な

判
断
を
し
た
の
か
。い
つ
も

安
心
安
全
を
唱
え
て
い
る

町
長
の
言
葉
に
疑
念
を
抱

く
。
こ
の
疑
念
を
払
拭
す
る

答
弁
を
求
め
る
。

（
町
長
）
町
の
避
難
所
は

各
所
に
あ
る
が
全
て
が
完

璧
安
全
に
な
っ
て
い
な
い

現
状
だ
と
受
け
と
め
て
い

る
。
警
戒
本
部
を
立
ち
上

げ
、
各
課
が
協
議
を
し
て

ど
う
い
う
形
で
対
応
す
る

か
決
定
し
た
。
全
区
の
地

区
館
公
民
館
に
避
難
所
を

開
設
し　

世
帯　

名
の
皆

１３

２９

さ
ん
に
避
難
を
し
て
い
た

だ
い
た
と
い
う
の
が
現
状
。

な
ぜ
危
険
な
場
所
へ
避
難
さ
せ
た
？

情
報
を
収
集
し
て
の
判
断

問答

（
総
務
課
長
）
天
竜
川
が
、

１
０
０
年
に
１
度
の
大
雨

で
氾
濫
し
た
場
合
の
浸
水

区
域
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
場
所
を
指
定
し

て
い
る
点
は
、
大
き
な
課

題
と
認
識
を
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
安
全
で
一
定

の
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
公
共

施
設
が
地
区
内
に
無
い
状

況
で
、
新
た
な
避
難
所
の

指
定
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

（
問
）
想
定
外
の
雨
量
に

よ
る
洪
水
が
多
発
し
て
い

る
現
状
で
、
危
険
地
域
の

中
に
あ
る
避
難
所
と
認
知

し
な
が
ら
今
ま
で
放
置
し

て
き
た
。
そ
し
て
危
険
な

場
所
の
避
難
所
へ
住
民
を

集
め
た
。
こ
れ
で
安
心
安

全
を
口
に
し
て
い
た
だ
き

た
く
な
い
が
。

（
町
長
）災
害
警
戒
本
部
は

判
断
を
し
て
そ
の
ま
ま
解

散
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
担

当
部
署
が　

時
間
、
国
や

２４

県
の
情
報
、
地
域
の
情
報

を
収
集
し
、
雨
量
の
状
況

と
天
竜
川
の
状
況
は　

時
２４

間
体
制
で
ち
ゃ
ん
と
把
握

を
し
な
が
ら
、
動
き
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い

る
の
が
現
状
。

（
問
）
ど
こ
の
自
治
体
で

も
同
じ
よ
う
に
対
応
し
て

学
校
登
山
復
活
は
し
な
い
の
か
？

難
し
い
と
考
え
て
い
る

問答
（
問
）
現
在
町
で
は
交
流

人
口
増
、
滞
在
型
観
光
を

目
指
し
て
小
八
郎
登
山
道

の
整
備
や
ふ
る
さ
と
登
山

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
学
校
で
も
郷
土
愛
の

醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
民
か
ら
も
な
ぜ
学
校
登

山
を
止
め
た
の
か
、
復
活

さ
せ
な
い
の
か
と
の
声
を

聞
く
。
検
討
し
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
昨
年
度
の
県

の
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
の

調
査
で
は
実
施
校
が　

％
、

７２

飯
田
下
伊
那
内
で
は　

％
４５

の
状
況
。
子
供
た
ち
が
登

れ
る
だ
け
の
体
力
、
精
神

面
で
不
安
も
持
っ
て
い
る
。

安
全
面
へ
の
配
慮
が
今
以

上
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
り
良
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
る
が
難
し
い
。

（
要
望
）
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
な
か　

％
も
実
施
し
て

７５

い
る
。
子
ど
も
達
に
と
っ

て
貴
重
で
必
要
な
体
験
。

学
校
の
考
え
方
も
あ
る
が

小
中
学
校
は
町
の
学
校
で

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
検
討
し
、
学
校
と
協
議

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

公民館裏側の天竜公民館裏側の天竜川川

い
て
も
災
害
が
起
こ
っ
て

い
る
。
今
ま
で
の
想
定
で

は
対
応
で
き
な
い
環
境
変

化
が
起
き
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
自
治
体
に
よ
っ
て
気

候
も
地
形
も
地
質
も
断
層

も
社
会
環
境
も
異
な
る
。

そ
の
地
域
に
合
っ
た
防
災

対
応
を
し
て
い
か
な
く
て

は
住
民
は
守
れ
な
い
が
。

（
総
務
課
長
）
現
在
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
合

わ
せ
て
、
今
言
わ
れ
た
意

見
を
参
考
に
し
て
、ま
た
、

最
新
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
早
く
作
っ
て
全
戸
に
配

布
を
し
て
い
き
た
い
。
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防
災
に
お
け
る
地
域
と
の
連
携
は

災
害
と
学
校
・
地
域
関
係
は
極
め
て
重
要

問答

菅菅菅菅菅菅沼沼沼沼沼沼一一一一一一菅沼一弘弘弘弘弘弘弘 議議議議議議員員員員員員 議員

（
問
）
防
災
関
係
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
減
災
の
手
引

き
「
七
つ
の
備
え
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自

助
・
共
助
、
地
域
の
危
険

を
知
る
、
地
震
に
強
い
家
、

家
具
の
固
定
、
日
頃
か
ら

の
備
え
、
家
族
で
防
災
会

議
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

な
ど
で
す
。
地
域
防
災
と

学
校
と
の
連
帯
に
つ
い
て

極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
。
災
害
発
生

時
の
学
校
で
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

（
町
長
）
町
と
し
て
３
つ

の
予
防
（
災
害
予
防
、
健

康
予
防
、
介
護
予
防
）
に

力
を
そ
そ
い
で
お
り
ま
す
。

災
害
時
、
警
戒
本
部
を
立

ち
上
げ
ま
す
。
現
地
か
ら
、

雨
量
や
河
川
の
状
況
な
ど

の
デ
ー
タ
ー
、
資
料
が
集

ま
り
、
各
課
長
に
渡
り
ま

す
。
各
課
が
自
分
の
管
轄

の
機
関
に
連
絡
し
対
応
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
関
係
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
関
係
の
保
育
園

か
ら
学
校
ま
で
、
民
生
児

童
委
員
な
ど
と
の
連
携
で

す
べ
て
の
間
に
渡
り
、
話

し
合
い
を
持
ち
、
ど
う
対

応
し
い
く
か
、
方
向
性
を

も
ち
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

（
教
育
長
）
学
校
等
の
連
携

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
多
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
災
害
時
の

対
応
と
し
て
学
校
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
学
校
と
地
域
と
の

連
携
と
い
う
形
で
徹
底
で

き
る
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

あ
っ
て
も
具
体
的
な
運
用

に
つ
い
て
ま
で
は
、
し
っ

か
り
考
え
て
い
き
た
い
。
自

助
、
共
助
に
つ
い
て
、
児

童
生
徒
が
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
と
、
地
域
住
民
と

共
に
地
域
を
守
る
と
い
う防災訓練の様防災訓練の様子子

地震や台風・ゲリラ豪雨が多い年

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
災
害
対
応
は

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生
し
て
も
対
応

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
一
番

問答

意
識
づ
け
も
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

（
問
）
災
害
時
に
援
護
を

必
要
と
す
る
方
の
名
簿
整

備
、
安
否
確
認
、
避
難
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の

避
難
支
援
計
画
、
作
成
と

対
応
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）災
害
時

等
地
域
支
援
を
必
要
と
す

る
方
に
、
本
人
の
同
意
を

得
て
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
施
設
に
は
介
護

用
品
、
衛
生
用
品
の
他
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
策
、

情
報
関
連
機
器
の
設
置
な

ど
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
長
）
町
で
指
定

し
た
避
難
場
所
が　

か
所
、

１５

民
間
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
セ
ン
タ
ー
な
ど　

か
１０

所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
問
）
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど

水
害
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
局
地
的
な
大
雨
災
害

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
雨
量
の

予
測
が
難
し
く
、
降
雨
時

か
ら
道
路
の
冠
水
、
河
川

の
増
水
、
住
宅
へ
の
浸
水

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）突
発
的
な
豪

雨
水
害
の
時
に
は
水
利
組

合
の
代
表
者
に
連
絡
を
お

願
い
し
水
路
の
様
子
、
場

所
、
水
を
処
理
す
る
場
所

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
取
り
入
れ
口
を

絞
っ
て
い
た
だ
い
た
り
水

路
に
余
裕
を
持
た
せ
た
り

合
議
し
対
策
を
た
て
て
対

応
し
て
い
る
。
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坂坂坂坂坂坂本本本本本本勇勇勇勇勇勇坂本勇治治治治治治治 議議議議議議員員員員員員 議員

（
問
）
今
年
４
月
に
廃
止

と
な
っ
た
主
要
農
作
物
種

子
法
、
通
称
『
種
子
法
』
は

戦
後
の
食
糧
不
足
の
な
か
、

南
北
に
長
い
日
本
の
国
土

に
お
い
て
、
各
地
の
土
地

に
あ
っ
た
増
産
で
き
る
品

種
を
決
定
す
る
た
め
に
、

昭
和　

年
５
月
１
日
に
制

２７

定
さ
れ
、
米
や
大
豆
、
麦

と
い
っ
た
主
要
作
物
に
つ

い
て
、
優
良
な
種
子
の
安

定
的
な
生
産
と
普
及
を
国

の
役
割
と
し
て
い
た
。
食

糧
不
足
は
解
消
で
き
た
こ

と
で
廃
止
さ
れ
た
が
、
こ

の
法
律
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
食
の
安
全

性
が
確
保
で
き
な
く
な
る

の
で
は
と
心
配
さ
れ
て
い

る
。
松
川
町
の
農
家
で
も

米
や
大
豆
、
麦
と
い
っ
た

主
要
作
物
を
生
産
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
地
方
の
固
有

種
な
ど
の
品
質
は
確
保
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、農
業
支

援
へ
の
財
源
負
担
な
ど
、町

へ
の
影
響
と
対
策
を
聞
き

た
い
。

（
産
業
観
光
課
長
） 

総
務

省
で
は
農
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
な
か
で
、
国
益
に

沿
っ
た
民
間
活
力
の
強
化

を
図
り
、
強
力
に
国
外
流

出
に
努
め
る
と
共
に
、
固

有
種
を
守
り
、
新
品
種
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
主
要
農

作
物
の
種
子
に
関
す
る
都

道
府
県
の
業
務
を
直
ち
に

取
り
や
め
る
こ
と
を
求
め

て
は
い
な
い
。
引
き
続
き

地
方
交
付
税
措
置
を
講
ず

る
と
し
て
い
る
の
で
、
町

に
対
し
て
も
、
状
況
は
す

ぐ
に
大
き
く
変
わ
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
。

（
問
）
平
成　

年
度
に
『
松

２０

川
地
域
公
共
交
通
対
策
協

議
会
』
が
設
置
さ
れ
、
現

地
調
査
や
会
議
を
行
う
な

か
で
、　

年
度
か
ら
松
川

２１

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
行
し
て
き
た
。　

年
度

２９

は
４
、８
０
０
万
円
余
り
の

決
算
だ
っ
た
。
し
か
し
利

用
者
を
４
万
４
、５
９
３

人
が
、　

年
度
は
３
万
３
、

２９

９
０
４
人
で
、
８
年
で
１

万
人
以
上
減
っ
て
い
る
。

　

年
度
の
行
っ
た
ア
ン

２９ケ
ー
ト
結
果
と
利
用
者
増

の
考
え
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

ア
ン
ケ
ー
ト
は
地
域
交
通

に
関
す
る
専
門
業
者
の
公

共
交
通
再
編
支
援
局
に
委

託
し
た
。
ど
の
よ
う
な
階

層
の
方
々
が
、
ど
の
よ
う

な
施
設
で
、
ど
の
ぐ
ら
い

の
頻
度
で
、
そ
し
て
ど
の

よ
う
な
移
動
手
段
で
移
動

し
て
い
る
の
か
。
公
共
交

通
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
識
を
調
査
し
て
、

新
公
共
交
通
の
再
編
の
参

考
と
し
た
。
対
象
を
３
、４

０
０
世
帯
と
し
、
回
答
は

１
、０
６
５
件
で　

・
３
％

３１

住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

公
共
交
通
は

現
行
を
維
持
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く

問答

一向に改善されない公共交一向に改善されない公共交通通

で
し
た
。
基
本
的
に
は
現

行
の
運
行
体
制
を
維
持
し

て
い
く
が
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
役
割
の
明
確
化
と
整

理
、
バ
ス
停
の
廃
止
な

ど
、
効
率
化
を
検
討
し
て

い
く
。

（
問
）
通
学
・
通
勤
の
定
時

路
線
バ
ス
の
役
割
は
明
確

化
し
て
続
け
て
ほ
し
い
が
、

昼
間
の
住
民
へ
の
公
共
交

通
の
理
想
は
利
用
し
た
い

時
間
に
、自
宅
か
ら
目
的
地

ま
で
、ま
た
そ
こ
か
ら
自

宅
ま
で
。こ
の
実
現
に
は 
デ 

※

マ
ン
ド
交
通
が
必
要
不
可

欠
だ
と
考
え
る
。全
国
で
は

早
く
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通

に
取
り
組
ん
で
運
用
し
て

い
る
先
進
地
が
多
数
あ
る
。

近
隣
で
も
飯
島
町
、中
川
村

で
も
行
っ
て
い
る
。伊
那
市

で
は
デ
マ
ン
ド
交
通
の
さ

ら
な
る
効
率
化
を
目
指
し
、

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
使
っ

た
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験

も
始
め
て
い
る
。
町
は
協

議
を
始
め
て　

年
が
過
ぎ

１０

よ
う
と
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
て
い
な
い
気
が
す

る
。
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
た
公
共
交
通

へ
の
考
え
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

路
線
バ
ス
も
バ
ス
停
と
運

行
時
間
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。
ド
ア　

ド
ア

to

も
理
想
だ
と
思
う
の
で
検

討
を
重
ね
２
０
２
０
年
度

を
新
た
な
運
用
開
始
と
し

て
い
く
。

（
要
望
）
住
民
へ
の
デ
マ
ン

ド
交
通
の
情
報
提
供
の
無

い
ま
ま
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
新
公
共
交
通
の
参
考

に
な
っ
て
い
な
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
見
直
し
も
検
討
を
。

おいしい松川町米、ブランド化はできないだろうおいしい松川町米、ブランド化はできないだろうかか

種
子
法
廃
止
の
町
へ
の
影
響
は

今
の
と
こ
ろ
影
響
は
な
い

問答

※
デ
マ
ン
ド
交
通
…
利
用
者
の
事
前
予
約
に
応
じ
る
形
で
運
行
経
路
や
運
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
そ
れ
に
合
わ
せ
て
運
行
す
る
地
域
公
共
交
通
の

こ
と
。
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安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

上
新
井
に
多
目
的
広
場
を

現
時
点
1
つ
の
提
案
と
し
て

お
聞
き
し
た

問答

間間間間間間瀬瀬瀬瀬瀬瀬重重重重重重間瀬重男男男男男男男 議議議議議議員員員員員員議員

（
問
）
町
全
体
に
関
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、上
新
井
に

つ
い
て
考
え
た
と
き
何
か

足
り
な
い
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
自
由
に
使

え
る
、
遊
べ
る
広
い
空
き

地
や
広
場
が
な
い
。
遠
く

に
行
け
ば
運
動
公
園
や
児

童
公
園
な
ど
は
あ
る
が
大

人
の
目
が
届
か
な
い
。
上

新
井
地
域
の
災
害
対
応
施

設
や
車
で
の
避
難
が
で
き

る
場
所
、
現
況
を
ど
う
考

え
る
か
。

（
町
長
）
当
地
域
は
滝
ノ

沢
自
治
会
の
Ｊ
Ａ
の
跡
地

か
な
と
推
測
を
す
る
。
以

前
に
も
個
人
的
な
意
見
と

し
て
聞
い
て
い
る
。
地
域

と
し
て
、
利
用
方
法
を
考

え
提
案
を
ぜ
ひ
お
願
い
し

た
い
。
そ
う
し
た
場
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

認
識
を
し
て
い
る
。
町
が

購
入
を
す
る
な
り
、
借
り

る
な
り
方
法
論
は
あ
る
が

今
、
町
と
し
て
は
、
大
き

な
福
祉
関
連
の
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
す
ぐ

に
町
が
ど
う
こ
う
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

（
問
）
住
宅
が
密
集
地
の

上
新
井
に
お
い
て
は
、
非

常
に
大
き
な
問
題
だ
。
商

店
街
の
駐
車
場
は
あ
る
が
、

目
的
が
違
う
、
双
葉
保
育

園
の
行
事
、
祇
園
祭
、
そ
の

他
の
イ
ベ
ン
ト
、
火
災
発
生

時
に
も
消
防
者
や
団
員
の

駐
車
場
と
な
る
場
所
が
無

い
。
今
ま
で
ど
の
よ
う
な

対
応
さ
れ
て
き
た
の
か
。

（
こ
ど
も
課
長
）双
葉
保
育

園
で
は
七
夕
ま
つ
り
や
運

動
会
の
際
に
は
地
権
者
に

お
話
を
し
、
ま
た
商
店
街

と
か
そ
の
他
の
駐
車
場
に

つ
い
て
は
覚
書
を
交
わ
し

て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

（
問
）
こ
れ
か
ら
始
ま
る

第
５
次
総
合
計
画
の
中
に

こ
う
い
う
問
題
も
織
り
込

ん
で
い
く
べ
き
で
は
。
喬

木
村
で
は
Ｊ
Ａ
支
所
跡
地

を
活
用
し
て
多
機
能
型
み

ん
な
の
広
場
、
ア
ス
ボ
と

い
う
施
設
が
４
月
に
で
き

た
。　

台
の
駐
車
ス
ペ
ー

６０

ス
が
あ
り
、
防
災
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
て
住
民
の

憩
い
の
場
、
集
い
の
場
、
学

習
の
場
と
し
て
、
立
派
な

施
設
で
あ
る
。
良
い
場
所

が
あ
れ
ば
町
の
施
策
と
し

て
、
先
行
投
資
も
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

（
町
長
）
喬
木
の
施
設
、私

も
見
て
き
た
が
広
大
な
土

地
に
造
ら
れ
て
い
る
。
町

は
こ
れ
か
ら
福
祉
の
拠
点

を
つ
く
っ
て
い
く
思
い
が

あ
り
、
防
災
の
際
の
駐
車

場
を
考
え
る
と
相
当
広
大

な
土
地
が
必
要
か
な
と

思
っ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
一
つ
の
提
案
と
し
て
お

聞
き
し
た
。

こんな広場が欲しいな

（
問
）児
童
公
園
手
前
の
大

き
く
、
壊
さ
れ
て
い
る
空

き
家
が
放
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
環
境
問
題
、
防
犯

上
問
題
で
、
町
と
し
て
ど

う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

壊
れ
た
窓
に
侵
入
防
止
対

策
は
。

（
建
設
課
長
）
建
設
課
の
方

で
今
現
在
松
川
町
の
空
き

家
等
対
策
計
画
を
作
成
、

こ
の
計
画
は
、
特
定
空
き

家
を
つ
く
ら
な
い
を
基
本

に
、
有
識
者
に
よ
る
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。管

理
責
任
は
所
有
者
に
あ
る

の
で
、
よ
り
的
確
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
に

情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
啓

発
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（
総
務
課
長
）
当
該
施
設
は

以
前
か
ら
、
防
犯
上
も
景

観
上
も
よ
く
な
い
と
言
わ

れ
て
き
た
。
過
去
役
場
の

職
員
が
税
の
関
係
も
あ
り

上
伊
那
の
所
有
者
の
方
に

出
向
い
て
話
を
し
た
経
過

が
あ
る
が
取
り
壊
し
に
つ

い
て
の
費
用
の
面
で
、
難

し
い
返
事
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。他
人
の
財
産
に
手

立
が
基
本
的
に
で
き
な
い

の
で
、了
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
接
触
し
て
問
題
解
決

に
む
け
建
設
課
、こ
ど
も
課
、

生
涯
学
習
課
、
環
境
水
道

課
の
関
係
各
課
で
連
携
し

て
い
き
た
い
。

松
川
児
童
公
園
近
く
の

損
壊
建
物
の
対
策
を

関
係
各
課
が
連
携
し
て
問
題
に
対
応
し
て
い
く

問答
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防
災
に
対
す
る
課
題
を
認
識
し
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
か

重
要
性
を
認
識
し
、災
害
に
強
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

問答

中中中中中中平平平平平平文文文文文文中平文夫夫夫夫夫夫夫 議議議議議議員員員員員員 議員

（
問
）
重
点
項
目
で
あ
る

災
害
予
防
、
健
康
予
防
、
介

護
予
防
の
う
ち
、
災
害
予

防
は
町
の
施
策
に
そ
れ
ぞ

れ
関
わ
っ
て
い
る
。
今
年
行

わ
れ
た
河
川
清
掃
、
防
災

訓
練
、
庁
舎
内
で
行
わ
れ
た

図
上
訓
練
な
ど
は
災
害
予

防
の
上
で
は
重
要
な
施
策

と
認
識
す
る
。
報
告
を
。

（
建
設
課
長
）
河
川
清
掃
は

町
民
の
皆
様
の
協
力
に
よ

り
毎
年
行
っ
て
、
今
年
も

　

％
の
出
席
率
で
行
っ
た
。

７０河
川
改
修
な
ど
に
つ
い
て

は
県
建
設
事
務
所
に
要
望

し
て
い
る
。

（
総
務
課
長
）
防
災
訓
練
に

つ
い
て
は
土
砂
災
害
を
想

被災後の公助は数日間、機能しない事を前提に
住民力の連携（自助、共助、近助）を高める

定
に
行
っ
た
。
一
部
避
難

情
報
が
徹
底
さ
れ
な
い
部

分
も
あ
っ
た
。
図
上
訓
練

に
つ
い
て
は
例
年
通
り

行
っ
た
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
登
録

制
に
つ
い
て
は
町
全
体
と

し
て
の
活
用
は
難
し
い
。

（
意
見
、
要
望
）
高
齢
化
社

会
が
ま
す
ま
す
進
む
な
か

で
の
同
じ
方
法
の
河
川
清

掃
は
難
し
く
な
る
。
今
か

ら
そ
の
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は

発
災
の
告
知
方
法
な
ど
に

問
題
が
残
る
。
避
難
場
所

を
示
す
言
葉
に
つ
い
て
も

防
災
マ
ッ
プ
と
行
政
が
説

明
す
る
時
に
指
定
避
難
所

で
あ
っ
た
り
避
難
施
設
で

あ
っ
た
り
し
て
統
一
さ
れ

て
お
ら
ず
町
民
は
戸
惑
い

を
感
じ
る
。
言
葉
の
統
一

は
重
要
で
あ
る
。

図
上
訓
練
は
も
っ
と
工

夫
し
て
改
善
し
て
、
訓
練

の
た
め
の
訓
練
で
は
役
立

た
な
い
。
改
善
が
必
要
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い

て
は
自
治
会
と
の
繋
が
り

で
、
地
域
資
源
を
活
用
す

る
方
法
を
再
考
す
べ
き
で

あ
る
。
自
治
会
へ
の
未
加

入
者
に
つ
い
て
も
「
自
分
で

自
分
の
身
を
守
る
」
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

観
点
か
ら
告
知
し
、協
力
を

お
願
い
す
る
の
が
良
い
と

思
う
。

（
問
）
河
川
清
掃
、
防
災

訓
練
共
に
自
治
会
の
役
目

が
大
き
な
役
目
を
果
た
し

て
い
る
。
第
五
次
総
合
計

画
の
中
に
も
自
治
会
の
再

編
に
も
触
れ
て
い
る
が
今

後
自
治
会
と
し
て
の
活
動

も
困
難
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

地
域
の
環
境
整
備
を
は

じ
め
、自
治
会
活
動
の
重
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。反
面

活
動
の
担
い
手
が
高
齢
化

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
り
、一
部
の
自
治

会
で
再
編
の
動
き
も
あ
る
。

（
提
案
）大
規
模
な
自
治
会

も
あ
れ
ば
小
規
模
の
自
治

会
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
抱

え
る
問
題
は
違
い
は
あ
る

が
小
規
模
ほ
ど
抱
え
る
問

題
も
複
雑
で
あ
る
。
行
政

主
導
で
小
規
模
自
治
会
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
、
行

政
と
し
て
何
が
で
き
る
か

考
え
る
事
を
提
案
す
る
。

（
問
）
法
律
上
の
防
災
は

災
害
対
策
の
全
て
を
包
括

し
て
い
る
。
事
前
防
災
に

は
河
川
清
掃
、耐
震
工
事
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
が

あ
り
、
事
後
減
災
に
は
防

災
訓
練
、
友
好
都
市
と
の

連
携
、
復
旧
復
興
に
は
医

療
機
関
と
の
連
携
や
国
、

県
と
の
連
携
な
ど
今
日
質

問
し
た
項
目
は
全
て
が
防

災
と
考
え
ら
れ
る
町
と
し

て
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
町
長
）
法
律
上
の
防
災

に
つ
い
て
の
意
義
は
認
識

し
て
い
る
。昨
日
も
地
元
の

業
者
と
の
協
定
を
結
ん
だ

処
で
あ
る
。尚
一
層
の
努
力

を
し
、災
害
に
強
く
安
心
し

て
住
み
よ
い
町
を
目
指
す
。

（
意
見
）
大
き
な
災
害
の

事
例
で
研
修
し
た
が
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
は
決
し

て
い
か
な
い
の
が
現
実
、

今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
発
達

し
デ
マ
や
風
評
被
害
も
頻

繁
に
起
き
拡
散
す
る
時
代

で
も
あ
る
。

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
事
の
重
要
性
」
を
認
識

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な

ど
に
未
熟
な
部
分
が
目
立

つ
。
優
先
順
位
を
つ
け
早

急
に
対
応
す
る
こ
と
を
望

む
。
特
に
防
災
マ
ッ
プ
は

早
急
に
更
新
を
望
む
。

想
定
外
は
許
さ
れ
な
い
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
し
待
っ
て
く

れ
な
い
。

地域の防災力を高める公民協働のまちづくり
住民力

（自助・共助・近助）

（河川清掃・道路清掃）
（建物の耐震化）
（建物の不燃化）

物的防災力
（防災に強い地域・まちづくり）

（公共土木工事）
（防災備蓄）

人的防災力
（社協ボランティア運営）
（企画力・計画力・運営力）
（図上訓練・BCP）

（自主・自衛防災組織）
（防災訓練・協定・連携）

（防災マップ・マニュアル整備）

ハード ソフト

行動力（公助）

地域防災力
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ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
位
置
づ
け
は

大
き
な
事
業
の
一
つ
で
あ
り
、生
の
声
を
聞
け
る
場
で
あ
る

問答

米米米米米米山山山山山山郁郁郁郁郁郁米山郁子子子子子子子 議議議議議議員員員員員員 議員

（
問
）
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
へ
の
町
長
の
思
い
は
。

（
町
長
）
自
分
に
と
り
非

常
に
大
切
な
事
業
で
あ
り
、

町
長
に
な
っ
て
か
ら
で
き

る
だ
け
参
加
し
話
を
し
て

い
く
こ
と
で
自
分
に
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。

（
問
）
第
５
次
総
合
計
画
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
の
経
過
と

問
題
点
は
何
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

町
と
し
て
広
報
広
聴
の
大

き
な
事
業
で
あ
り
一
画
を

担
っ
て
い
る
。
町
で
は
予

算
説
明
や
ご
意
見
を
直
接

頂
戴
で
き
る
場
で
あ
り
、

担
当
職
員
に
お
い
て
も
事

前
に
予
習
を
し
て
い
る
。

（
問
）
総
合
計
画
で
は
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
参
加
目

標
を
Ｈ　

年
に
は
１
３
０

３１

０
人
と
し
て
い
る
が
ど
う

の
よ
う
な
施
策
が
あ
る
の

か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

参
加
人
数
は
人
口
の
１
割

を
目
標
と
し
て
い
る
が
数

字
で
は
な
く
継
続
を
し
て

い
く
事
を
目
標
と
し
て
い

る
。

（
問
）
各
種
団
体
と
の
懇

談
会
の
状
況
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

年
は
１
件
、　

年
は
０

２８

２９

件
、
今
年
度
は
４
件
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。

（
問
）
総
合
計
画
で
は
若

者
や
女
性
が
参
加
し
や
す

い
開
催
方
法
の
検
討
と
あ

る
が
ど
の
よ
う
な
お
考
え

が
あ
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

新
た
な
形
態
や
改
善
の
検

討
は
残
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）
懇
談
会
後
の
記
録

は
ど
の
よ
う
な
過
程
で
処

理
さ
れ
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

記
録
を
作
成
し
、
回
答
に

つ
い
て
は
報
告
書
を
作
成

し
担
当
課
へ
渡
す
、
毎
年

予
算
編
成
の
と
き
に
活
か

し
て
い
く
。

（
問
）
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
で
は
職
員
と
住
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

重
要
と
考
え
る
が
ど
の
よ

う
な
職
員
教
育
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
と
し
て

は
実
施
し
て
い
な
い
が
窓

口
接
客
対
応
、
ク
レ
ー
ム

対
応
研
修
、
新
人
研
修
、

幹
部
職
員
に
よ
る
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。

高森町では懇談会の記録がホームページ
で見ることができている。どこの自治会
でどんな意見がでているかを知ることが
できるのです。松川町では？

44

46

48

50

52

54

56

58

60

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

（回数） （人）

参加人数
実施自治会数

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

平成26年～29年　まちづくり懇談会開催実績

（
問
）
懇
談
会
の
中
で
質

問
に
答
え
ら
れ
な
い
場
面

が
あ
る
。
職
員
間
で
事
業

に
対
し
て
の
共
通
の
思
い

だ
け
で
も
伝
え
ら
れ
な
い

の
か
。

（
教
育
長
）
あ
る
自
治
会

か
ら
事
前
に
質
問
が
あ
り

回
答
文
書
を
作
成
し
レ
ク

チ
ャ
ー
を
行
っ
た
が
、
や

は
り
具
体
的
に
話
を
伝
え

ら
れ
る
者
が
行
っ
て
話
を

す
る
と
い
う
こ
と
も
大
事

か
な
と
い
う
こ
と
を
思
う
。

（高森町ホームページより）
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秋
本
番
、
清
々
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
議
会
改
選
か
ら
早
２

年
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
と

ご
支
援
を
頂
い
た
議
員
手
作
り
の
議
会
だ
よ
り

も
、こ
の
メ
ン
バ
ー
で
は
最
後
の
号
と
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
メ
ン
バ
ー
４
人
も
慣
れ
な
い

作
業
の
な
か
頑
張
り
ま
し
た
。
素
人
感
満
載
で

不
備
な
所
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
ご
容
赦

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
部
一
同
）

部報広
（編集委員会）

（部　長）

黒澤　哲郎

（副部長）

佐藤　史人

米山　郁子

（部　員）

熊谷　宗明

坂本　勇治

大蔵　　洋

川瀬八十治

2018.10.16
N
o.141

森
谷
岩
夫

　

夫
婦
共
　々

歳
を
過
ぎ
て
い
ま
す

４０

が
、
「
や
り
た
い
！
」
気
持
ち
を
実

現
さ
せ
る
た
め
、
今
年
の
４
月
に
北

海
道
か
ら
松
川
町
へ
移
住
し
ま
し
た
。

　

家
庭
菜
園
を
通
じ
て
育
て
る
楽
し

さ
を
知
り
、
生
涯
現
役
で
仕
事
が
で

き
る
農
業
と
い
う
職
種
に
と
て
も
興

味
が
湧
き
、
夫
に
相
談
し
た
の
が
昨

年
の
９
月
。

　

北
海
道
内
の
農
業
イ
ベ
ン
ト
に
何

度
も
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
夫
が
見

つ
け
た
「
南
信
州
り
ん
ご
大
学
院
」

が
気
に
な
り
、
お
問
合
せ
し
た
の
が

昨
年
の　

月
。

１１

　

夫
婦
で「
南
信
州
り
ん
ご
大
学
院
」

の
体
験
入
学
を
す
る
た
め
に
松
川
町

を
訪
れ
た
の
が
、
今
年
の
１
月
。

　

雪
化
粧
し
た
山
が
と
て
も
近
く
美

し
か
っ
た
こ
と
が
、
今
で
も
印
象
的

で
す
。

　

北
海
道
の
雄
大
な
景
色
と
は
違
っ

た
自
然
の
美
し
さ
が
、
こ
こ
に
は
あ

り
ま
し
た
。

　

数
日
間
の
体
験
入
学
を
通
じ
て
、

「
こ
の
地
で
り
ん
ご
農
家
を
や
り
た

い
！
」
と
い
う
夫
婦
の
想
い
が
一
緒

だ
っ
た
の
で
、
今
年
４
月
に
松
川
町

へ
移
住
し
、
５
月
か
ら
「
な
か
ひ
ら

農
場
」
に
て
夫
婦
共
々
働
き
な
が
ら

技
術
習
得
を
し
て
い
ま
す
。

　

春
か
ら
夏
は
畑
で
の
作
業
が
中
心

で
し
た
が
、
収
穫
時
期
を
迎
え
た
今

は
マ
イ
カ
ー
や
観
光
バ
ス
の
お
客
様

と
お
話
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

す
。
り
ん
ご
を
食
べ
て
笑
顔
に
な
り
、

ご
購
入
さ
れ
る
様
子
を
た
く
さ
ん
見

て
い
ま
す
。

　

い
つ
か
、
私
た
ち
が
作
っ
た
り
ん

ご
で
「
お
い
し
い
！
」
の
笑
顔
を
増

や
す
こ
と
が
、
近
い
将
来
の
目
標
で

す
。

　

松
川
町
へ
の
移
住
に
あ
た
り
、
住

宅
の
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
ご
相
談
に
応

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
松
川
町
役
場

の
皆
さ
ま
、供
み
ら
い
僑
の
皆
さ
ま
、

教
育
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
松
川
町
の
皆
さ
ま
、
今

後
と
も
末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

松川ジュニア野球クラブ松川ジュニア野球クラブ

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動
に大きな影響を与え、未来を切り開いた。

　野球を通して「ひたむきに努力することの素晴らし
さ」「様々な壁を乗り越えていける強さ」「常に感謝
の気持ちを持って行動する謙虚さ」「思いやりの心」
等を身に付けるために日々練習に取り組んでいます。
　少ない人数ですが、大好きな野球ができることに感
謝をして、これからも練習に取り組んでいきたいで
す。

　野球を通して「ひたむきに努力することの素晴らし
さ」「様々な壁を乗り越えていける強さ」「常に感謝
の気持ちを持って行動する謙虚さ」「思いやりの心」
等を身に付けるために日々練習に取り組んでいます。
　少ない人数ですが、大好きな野球ができることに感
謝をして、これからも練習に取り組んでいきたいで
す。

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

思
い
立
っ
た
が
吉
日
！

 
～　

歳
過
ぎ
か
ら
始
め
る
新
規
就
農
～

４０

北
垣
外　

山
岸　

純
二
・
さ
や
か


